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No.７９No.７９３３

本市の人口と世帯数（２７年１２月３１日現在）
人口　１１万４９１９人（男性５万４５３９人、女性６万３８０人）

世帯数　５万２４３世帯
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今今今今今今今今今今月月月月月月月月月月のののののののののの主主主主主主主主主主なななななななななな内内内内内内内内内内今月の主な内容容容容容容容容容容容

石川大清掃

四季雑感

春の全国火災予防運動

子育て・くらし・文化・スポーツの情報

１月１０日、石川河川敷川西グラウンドで、新春恒例の消防出初式が開催されました。 ※関連記事１６ページ
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ごみは、赤い旗のごみは、赤い旗の所所
に集めてくださに集めてくださいい

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
石
川
へ

　「
自
然
を
守
り
、
緑
と
太
陽

に
め
ぐ
ま
れ
た
住
み
よ
い
ま
ち

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う

市
民
憲
章
の
も
と
に
、
昭
和
　５９

年
に
「
石
川
を
美
し
く
す
る
市

民
運
動
協
議
会
」
が
発
足
し
、

毎
年
３
月
の
第
１
日
曜
日
に
、

本
市
の
石
川
と
そ
の
支
流
を
市

民
の
皆
さ
ん
で
清
掃
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
清
掃
も
今
回
で
　
回
目

３３

と
な
り
ま
し
た
。
同
協
議
会
で

は
、
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き
　
３
月
６
日

、
午
前
９

時
～
　
時
　
分

１０

３０

※
雨
天
中
止
（
当
日
、
午
前
７

時
に
決
定
。
中
止
の
場
合
、
順

延
は
し
ま
せ
ん
）
。

と
こ
ろ
　
石
川
お
よ
び
そ
の
支

流
（
佐
備
川
、
宇
奈
田
川
、
千

早
川
）

◆
集
合
場
所

　
下
図
の
●
印
（
青
い
旗
が
目

印
）
で
す
。
都
合
の
良
い
場
所

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
（
開
会
式

は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　
集
合
場
所
で
、
ご
み
袋
と
軍

手
を
配
布
し
ま
す
。
そ
の
他
の

清
掃
用
具
は
各
自
で
ご
用
意
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
清
掃
で
き
る

服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

た
場
所
に
集
め
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
は
後
日
、
府
が
収
集
し
ま

す
。

◆
注
意
事
項
　

　
毎
年
、
石
川
大
清
掃
の
た
め

に
設
置
し
て
い
る
ご
み
集
積
場

に
、
河
川
か
ら
出
た
ご
み
以
外

に
家
庭
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
粗

大
ご
み
や
、 剪
 定
し
た
竹
・
植

せ
ん

木
の
枝
な
ど
が
持
ち
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
石
川
大
清
掃
は
河
川

の
清
掃
活
動
で
す
。
河
川
の
清

掃
以
外
か
ら
出
た
ご
み
は
持
ち

込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

事
業
者
や
企
業
な
ど
の
　
  

参
加
・
協
力
を
募
集

　
事
業
者
や
企
業
な
ど
の
参

加
・
協
力
を
、
次
の
内
容
で
募

集
し
ま
す
。
詳
細
は
、
個
別
に

相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

内
容

○
従
業
員
の
清
掃
参
加

○
清
掃
時
に
使
用
す
る
ご
み
袋

や
軍
手
な
ど
の
提
供

問
い
合
わ
せ
　
み
ど
り
環
境
課

内
「
石
川
を
美
し
く
す
る
市
民

運
動
協
議
会
」
事
務
局
（
内
線

４
３
２
）

◆
ご
み
の
処
理
　

　
ご
み
や
枯
れ
草
を
燃
や
す
こ

と
に
よ
り
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
発

生
し
た
り
、
自
然
環
境
を
破
壊

し
た
り
す
る
た
め
、
全
て
の
ご

み
は
燃
や
さ
な
い
で
決
め
ら
れ

石石
川
大
清

川
大
清
掃掃

３月６日

午前９時～

昨年の様昨年の様子子
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 四季雑感　　　富田林市長　多田　利喜

　今年も厳しい寒さが続いておりますが、市民の皆様には、

特にこの時期ご自愛いただきたいと思います。

　さて、昨秋、私自身生涯の思い出となることがありました

ので、ここにご報告させていただきます。

　昨年１０月中旬、宮内庁長官より菊の御紋章のついた招待状

をいただきました。それは１１月１２日に赤坂御苑で開催される

「秋の園遊会」へのご招待であり、私の胸中は大きな喜びと

驚きが複雑に交差しました。全国で８００人近い市長の中で、

今回は１２市長がご招待を受けたということを知り、一層大き

な感激に浸るとともに、これまでお世話になった多くの人た

ち、そして全ての市民の皆様に対して感謝の気持ちでいっぱ

いになりました。

　当日は青空の下、指定された門から入り、受付で名札をい

ただいた後、苑内を散策しました。また、途中のテントには

飲み物や軽食が用意されているなど、各自が自由に振る舞う

ことができました。

　やがて、音楽隊の「君が代」演奏の後、天皇、皇后両陛下

をはじめ、皇太子殿下、秋篠宮ご夫妻、各皇族方がお進みに

なり、私共夫婦はお通りになる「お道筋」の最前列に並ぶこ

とができ、間近で 拝 
はい

 謁 させていただくことができました。
えつ

　その後、安倍首相ご夫妻との記念写真撮影の機会にも恵ま

れ、素晴らしい一日を過ごさせていただきました。

　ここに改めて全ての市民の皆様に心から厚く御礼申し上げ

ますとともに、一層全力で市政発展に尽くしたいと思います。

減

玄

源

現
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元
元
元
元
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元
元
元
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元
元
元
元

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

　
本
市
の
魅
力
を
市
内
・
外
の

多
く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
作
製
し
た
、
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
動
画「
愛
、

 煌
 き
、
と
ん
だ
ば
や
し
　
～
お

き
ら
め父

さ
ん
、
あ
り
が
と
う
編
～
」

が
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
ビ
デ

オ
と
ん
だ
ば
や
し
」
や
動
画
投

稿
サ
イ
ト
「
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

（
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
）」〔h

ttp
s
:/

/y
o
u
tu
.b
e
/h
rc
le
D
c
Y
Z
x
o

〕

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
内
容
は
、
本
市
で
生
ま
れ
た

主
人
公
の
「
ゆ
き
な
」
が
、
両

親
の
愛
情
を
受
け
な
が
ら
大
人

へ
と
成
長
す
る
中
で
、
思
春
期

に
あ
り
が
ち
な
父
親
と
の
確
執

を
乗
り
越
え
、
家
族
と
と
も
に

本
市
で
暮
ら
す
こ
と
を
選
択
す

る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ト
ー
リ
ー
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
豊
か
な

自
然
と
悠
久
の
歴
史
が

育
ん
だ
良
好
な
居
住
環

境
や
、
府
内
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
子
育
て
支

援
施
策
の
推
進
な
ど
の

魅
力
を
引
き
続
き
発
信

す
る
と
と
も
に
、
同
P

R
動
画
を
活
用
し
て

「
暮
ら
し
や
す
い
住
宅

都
市
」「
暮
ら
し
続
け
た

い
定
住
の
ま
ち
」
と
し

て
の
都
市
イ
メ
ー
ジ
を

広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
政
策
推

進
課
（
内
線
４
２
０
）

「愛、 煌 き、とんだばやし
きらめ

　～お父さん、ありがとう編～」

「
と
っ
ぴ
ー
」
の
着
ぐ
る
み
を

貸
し
出
し
ま
す

　
本
市
で
は
、
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
と
っ
ぴ
ー
」
の
着

ぐ
る
み
を
無
料
で
貸
し
出
し
し

て
い
ま
す
。
地
域
の
行
事
や
町

会
（
自
治
会
）
・
老
人
会
・
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
「
と
っ
ぴ
ー
」
が

大
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
み
ん
な
を
笑
顔
に
し
て
し

ま
う
「
と
っ
ぴ
ー
」
を
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

※
貸
出
時
の
注
意
事
項
や
申
し

込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
と
っ
ぴ
ー
の

部
屋
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
申
請
書
も
同
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
な
お
、
予
約
状
況
に
よ
り
希

望
日
に
貸
し
出
し
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
政
策
推
進
課

（
内
線
４
２
０
）
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ま
た
、
地
域
の
消
防
団
員
に

も
周
知
す
る
こ
と
が
で
き
、
消

防
署
と
消
防
団
が
ス
ム
ー
ズ
に

連
携
し
、
火
災
に
よ
る
被
害
を

最
小
限
に
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

●
吹
鳴
す
る
箇
所
　

火
災
が
発
生
し
た
地
域
を
管
轄

す
る
消
防
分
団
車
庫
詰
所
直
近

の
防
災
無
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー

●
吹
鳴
す
る
時
間
　

午
後
　
時
～
午
前
５
時
の
火
災

１０

発
生
時

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
本
部
消

防
総
務
課
〔

　
１
１
２
３
〕

（２３）

災
害
情
報
案
内
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

　
災
害
情
報
案
内
は
、
消
防
車

が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
出
動

し
た
時
に
、「
何
の
た
め
に
、
ど

こ
に
」
出
動

し
た
の
か
を

お
知
ら
せ
す

る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

　
消
防
車
の

サ
イ
レ
ン
な

ど
に
よ
り
不

安
や
心
配
に
な
ら
れ
た
場
合

や
、
火
災
の
発
生
場
所
な
ど
災

害
情
報
を
知
り
た
い
場
合
は
、

次
の
電
話
番
号
へ
お
か
け
く
だ

さ
い
。

■
災
害
情
報
案
内
（
自
動
案
内
）

〔

０
１
８
０
　
７
２
９
９
〕

（９９）

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
本
部
警

備
救
急
課
〔

　
１
１
２
５
〕

（２３）

　
市
消
防
本
部
で
は
、
３
月
１

日

か
ら
、
火
災
発
生
の
際
、

市
民
の
生
命
お
よ
び
財
産
に
係

る
緊
急
情
報
と
し
て
、
防
災
無

線
の
ス
ピ
ー
カ
ー
を
活
用
し
て

サ
イ
レ
ン
を
 吹
  鳴
 し
ま
す
。

す
い
 め
い

　
防
災
無
線
は
、
市
民
の
安
全

を
守
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
特
に
生
命
・
財
産

に
関
わ
る
火
災
発
生
時
に
お
い

て
も
活
用
す
る
こ
と
で
、
市
民

の
安
全
確
保
を
図
り
ま
す
。
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こ
れ
ら
を
原
因
別
に
み
る

と
、
多
い
も
の
か
ら
放
火
（
疑

い
を
含
む
）、
天
ぷ
ら
油
、
電
気

配
線
、
電
気
ス
ト
ー
ブ
の
順
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
冬
季
は
、
火
を
使
う
機
会
も

多
く
、
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災

の
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
の

で
、
な
お
一
層
の
火
の
用
心
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
で
の
救
急
車
の

出
動
件
数
は
５
５

７
１
件
で
、
昨
年

よ
り
　
件
増
加
し

５６

ま
し
た
。

　
そ
の
内
訳
は
、

急
病
３
５
７
９
件
、
一
般
負
傷

９
１
６
件
、
交
通
事
故
５
８
３

件
、
そ
の
他
４
９
３
件
で
し

た
。
　
市
消
防
本
部
管
内（
太
子
町
、

河
南
町
、
千
早
赤
阪
村
を
含

む
）
全
体
で
の
救
急
車
出
動
件

数
は
７
２
９
４
件
で
し
た
。

　
体
の
調
子
が
悪
い
と
感
じ
た

と
き
に
は
早
め
に
近
く
の
医
療

機
関
を
受
診
し
、
救
急
車
の
適

正
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
本
部
警

備
救
急
課
〔

　
１
１
２
５
〕

（２３）

　
　
年
の
市
消
防
白
書
が
ま
と

２７
ま
り
ま
し
た
。
市
内
で
の
火
災

発
生
件
数
は
　
件
で
昨
年
よ
り

３４

３
件
増
加
し
、
死
者
は
１
人
、

負
傷
者
は
７
人
、
損
害
額
は
約

３
２
８
２
万
円
で
し
た
。

　
火
災
の
内
訳
は
、
建
物
火
災

　
件
、
車
両
火
災
３
件
、
林
野

２０火
災
２
件
、
そ
の
他
の
火
災
が

９
件
で
し
た
。

春の全国火災予防運春の全国火災予防運動動

無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備ななななななななななななななななななななな 心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心ににににににににににににににににににににに火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災ががががががががががががががががががががが かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん無防備な　心に火災が　かくれんぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼ

　
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
の
発

生
し
や
す
い
こ
の
時
期
に
、
防

火
の
重
要
性
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
３
月
１
日

～
７

日

ま
で
全
国
一
斉
に
春
の
火

災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
　
市
消
防
本
部
で
は
、
火
災
の

発
生
や
拡
大
を
防
止
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
尊
い
生
命
や
貴
重

な
財
産
を
守
る
た
め
、
火
災
防

止
対
策
を
重
点
に
巡
回
広
報
活

動
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
本
部
予

防
課
〔

　
１
１
２
４
〕

（２３）

　
年
消
防
白
書

２７

３月１日～

防
災
情
報
音
声
案
内

サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

　
防
災
情
報
音
声
案
内
サ
ー

ビ
ス
は
、
防
災
無
線
か
ら
放

送
し
て
い
る
防
災
情
報
に
つ

い
て
、
放
送
内
容
を
電
話
で

確
認
で
き
る

も
の
で
す
。

　
防
災
無
線

の
放
送
が
聞

き
取
り
に
く

い
場
合
な
ど
は
、
次
の
電
話

番
号
へ
お
か
け
く
だ
さ
い
。

■
防
災
情
報
音
声
案
内
サ
ー

ビ
ス
〔

０
８
０
０
（
８
０

５
）
５
６
５
３
〕

問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
室

（
内
線
９
５
０
３
）



５

　
地
震
に
よ
る
電
気
火
災
と

は
、
地
震
の
揺
れ
に
伴
う
電
気

機
器
か
ら
の
出
火
や
、
停
電
が

復
旧
し
た
時
に
発
生
す
る
火
災

の
こ
と
で
す
。

地
震
に
よ
る

　
電
気
火
災
に
対
策
を
！

～
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を
設
置
し
て
、
電

～
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を
設
置
し
て
、
電
気気

火
災
か
ら
家
や
地
域
を
守
り
ま
し
ょ
う

火
災
か
ら
家
や
地
域
を
守
り
ま
し
ょ
う
～～

教
訓
と
し
た
災
害
対
策
基
本
法

の
改
正
に
よ
り
、「
災
害
時
要
援

護
者
台
帳
」
を
同
法
に
基
づ
く

「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」

と
し
て
再
整
備
し
ま
す
。

　「
災

害

時

要
援
護
者
台

帳
」
に
登
録

さ
れ
て
い
る

皆
さ
ん
に
、

お
知
ら
せ
を

2
月
中
旬
よ
り
順
次
発
送
し
ま

す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
地

域
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
地
域
福
祉
課

（
内
線
２
８
２
）

避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名避難行動要支援者名簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿

（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳）））））））））））））））））））））））））））））ののののののののののののののののののののののののののののの更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続ききききききききききききききききききききききききききききき（災害時要援護者台帳）の更新手続きをををををををををををををををををををををををををををををを

　
本
市
で
は
、
災
害
時
に
支
援

を
必
要
と
す
る
人
を
把
握
す
る

た
め
、
　

年
1
月
か
ら
「
災
害

２２

時
要
援
護
者
台
帳
」
を
整
備
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
　

年
3
月

２３

に
「
災
害
時
要
援
護
者
支
援
プ

ラ
ン
」
を
策
定
し
、
要
援
護
者

の
避
難
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
東
日
本
大
震
災

や
頻
発
す
る
豪
雨
災
害
な
ど
を

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
お
よ
び

東
日
本
大
震
災
の
時
に
発
生
し

た
火
災
の
過
半
数
が
、
電
気
機

器
を
原
因
と
す
る
も
の
で
し

た
。

～大伴・富田林・須賀地区に   
自主防災会が誕生～

　新たに、北大伴町会、寿町二丁目町会、須

賀東町会に自主防災会が結成され、消火器や

ヘルメットなどの防災資機材が配備されまし

た。

　今後は、日頃の防災活動や地域で発生した

災害へのいち早い対応など、地域防災の柱と

して住民の安全を確保するための活発な活動

が期待されます。

問い合わせ　市消防本部警備救急課〔(２３)

１１２５〕

北大伴町自主防災北大伴町自主防災会会

寿町二丁目自主防災寿町二丁目自主防災会会

災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害ににににににににににににににににににににににににににににによよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害ををををををををををををををををををををををををををををを最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限災害による被害を最小限にににににににににににににににににににににににににににににに

須賀東自主防災須賀東自主防災会会

地
震
に
よ
る
電
気
火
災
対

策
に
は
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

が
有
効
で
す

　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、
一
定

の
揺
れ
を

感
知
す
る

と
自
動
的

に
ブ
レ
ー

カ
ー
を
落

と
し
て
、

電
気
を
遮
断
し
、
地
震
で
倒
れ

た
電
気
機
器
な
ど
か
ら
の
出
火

を
防
ぐ
装
置
で
す
。

　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を
設
置
し

て
電
気
火
災
か
ら
家
や
地
域
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
本
部
予

防
課
〔

　
１
１
２
４
〕

（２３）

～「災害時要援護者台帳」～「災害時要援護者台帳」をを
「避難行動要支援者名簿」として再整備「避難行動要支援者名簿」として再整備～～



６

　
市
役
所
１
階
市
民
窓
口
課

で
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
と
受

け
取
り
が
で
き
ま
す
。

●
申
請
手
続
き
が
で
き
る
人

日
本
国
籍
を
有
し
、
か
つ
本
市

に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人
、

ま
た
は
市
外
に
住
民
登
録
を
し

て
い
る
が
単
身
赴
任
な
ど
で
市

内
に
居
住
し
て
い
る
人
（
居
所

申
請
）

※
居
所
申
請
は
、
別
途
書
類
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
市
役
所
で
取
り
扱
い
で
き
る

業
務

①
新
規
申
請
、
切
替
新
規
申

請
、
訂
正
新
規
申
請
、
②
記
載

事
項
変
更
申
請
、
③
査
証
欄
増

補
申
請
、
④
紛
失
届

※
必
要
書
類
、
手
数
料
、
所
要

日
数
な
ど
は
事
前
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
給

事
務
が
事
務
委
託
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
　

年
　
月
～
、
太
子

２６

１０

町
・
河
南
町
・

千
早
赤
阪
村

に
お
住
ま
い

の
人
の
パ
ス

ポ
ー
ト
の
申
請
と
受
け
取
り
が

市
役
所
で
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

●
市
役
所
で
の
受
付
時
間
な
ど

左
表
の
と
お
り

市役所でパスポートの

申請手続きができます

府
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
も

手
続
き
で
き
ま
す

　
従
来
通
り
、
府
パ
ス
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
〔

０
６
（
６
９
４

４
）
６
６
２
６
〕
で
も
手
続
き

が
で
き
ま
す
。
な
お
、
次
の
場

合
は
、
同
セ
ン
タ
ー
で
の
手
続

き
と
な
り
ま
す
。

■
外
務
省
と
協
議
す
る
必
要
の

あ
る
特
殊
な
場
合

■
業
務
上
な
ど
の
理
由
に
よ

り
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
早
期
に
発

給
す
る
必
要
が
あ
る
場
合

■
学
校
な
ど
か
ら
団
体
申
請
す

る
場
合

■
震
災
特
例
旅
券
を
申
請
す
る

場
合

※
そ
の
他
、
詳
し
く
は
一
般
旅

券
発
給
申
請
書
に
添
付
の
案

内
、
ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
市
役
所
の
ご
案
内
「
パ
ス

ポ
ー
ト
の
申
請
・
交
付
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
同
申
請
書
は
、

市
役
所
１
階
総
合
案
内
お
よ
び

金
剛
連
絡
所
、
そ
の
他
の
申
請

書
に
つ
い
て
は
市
役
所
１
階
市

民
窓
口
課
パ
ス
ポ
ー
ト
コ
ー

ナ
ー
で
の
み
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
窓
口
課

（
内
線
１
３
６
）

市役所１階市民窓口市役所１階市民窓口課課
パスポートコーナパスポートコーナーー

選挙権年齢が18歳に引き下げられます

　公職選挙法の一部が改正され、６月１９日以後に公示される国政選

挙（衆議院議員総選挙もしくは参議院議員通常選挙）

から、選挙権年齢が満２０歳から満１８歳に引き下げられ

ます。　※詳しくは、総務省ホームページ「１８歳選挙特

設ページ」〔http://www.soumu.go.jp/18senkyo/〕をご

覧ください。

問い合わせ　選挙管理委員会事務局（内線４８６）

特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不
妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊
治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治
療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療
費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費
助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
制
度
をををををををををををををををををををををを

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
さささささささささささささささささささささ

ご
利
用
く
だ
さ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

　
本
市
で
は
、
特
定
不
妊
治
療

に
要
す
る
費
用
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
府
な
ど
が
実
施
す

る
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
制
度

の
承
認
を
受
け
た
、
本
市
に
住

民
登
録
を
し
て
い
る
夫
婦
を
対

象
に
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。
　
　
年
度
分
の
申
請
期
限
は
、

２７
３
月
　
日

、
ま
た
は
府
な
ど

３１

の
同
助
成
制
度
の
承
認
を
受
け

た
日
か
ら
　
日
以
内
の
い
ず
れ

１４

か
遅
い
日
ま
で
で
す
。

※
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課
の

ペ
ー
ジ
「
健
康
づ
く
り
推
進
課

（
保
健
セ
ン
タ
ー
の
事
業
案

内
）」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
申
請
書
も
同
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

同
助
成
制
度
の
対
象
年
齢

が
変
わ
り
ま
す

　
　
年
度
か
ら
国
の
制
度
改
正

２８
に
伴
い
、
妻
の
年
齢
が
　
歳
以

４３

降
に
開
始
し
た
治
療
に
つ
い
て

は
助
成
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
府
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
〔h

ttp
://w

w
w
.p
re
f.o
sa
k

a
.lg
.jp
/
k
e
n
k
o
z
u
k
u
ri/
b
o
s

h
i/jo
se
i.h
tm
l

〕
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔

　
５
５
２
０
〕

（２８）



７

軽自動車税の税率が変わります
　国の税制改正により、２８年度から軽自動車税の税率が変更

になります。

　主な車種区分と税額は下表のとおりです。

●原動機付自転車、小型特殊自動車など

●軽自動車

　車両を初めて登録する際に受ける最初の新規検査年月に

よって税率が変わります。

・現行税率　２７年３月３１日までに最初の新規検査を受けた車両

・新税率　２７年４月１日以降に最初の新規検査を受けた車両

・重課税率　最初の新規検査から１３年以上経過した車両

※なお、グリーン化特例による軽課として、２７年４月１日か

ら２８年３月３１日までに最初の新規検査を受けた三輪以上の

軽自動車で、排出ガス、 燃費性能の優れた環境負荷の小さい

ものは、２８年度に限り税率が軽減され、下表の税額となりま

す。

①２１年排出ガス基準１０㌫低減の電気・天然ガス軽自動車

②１７年排出ガス基準７５㌫低減かつ、乗用は３２年度燃費基準＋

２０㌫達成車、貨物用は２７年度燃費基準＋３５㌫達成車

③１７年排出ガス基準７５㌫低減かつ、乗用は３２年度燃費基準達

成車、貨物用は２７年度燃費基準＋１５㌫達成車

※燃料基準の達成状況については、車検証の備考欄に記載さ

れています。その他、詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　課税課（内線１１０）

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
借借借借借借借借借借借借借借借借借借借借借
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等
（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（
住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン

「
住
宅
借
入
金
等
（
住
宅
ロ
ー
ン
））））））））））））））））））））））

特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特
別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別
税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税
額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額
控控控控控控控控控控控控控控控控控控控控控
除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除

特
別
税
額
控
除
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
の
適
用
期
限
が
延

長
さ
れ
ま
し
た
（
　
年
度
税
制
改
正
）

２８

　
消
費
税
引
き
上
げ
時
期
の
延

期
に
伴
い
、
個
人
住
民
税
（
市
・

府
民
税
）
に
お
け
る
、「
住
宅
借

入
金
等
（
住
宅
ロ
ー
ン
）
特
別

税
額
控
除
」
の
適
用
と
な
る
居

住
年
月
日
の
期
間
が
、
次
の
と

お
り
１
年
６
カ
月
延
長
さ
れ
ま

し
た
。

《
改
正
前
》

　
年
４
月
１
日
～
　
年
　
月
　

２６

２９

１２

３１

日

ま
で

《
改
正
後
》

　
年
４
月
１
日
～
　
年
６
月
　

２６

３１

３０

日

ま
で

問
い
合
わ
せ
　
課
税
課
（
内
線

1
1
1
、
1
1
2
）

　
富
田
林
商
工
会
で
は
、
富
田

林
ブ
ラ
ン
ド
認
定
委
員
会
を
設

置
し
、
富
田
林
な
ら
で
は
の
魅

力
あ
る
産
品
を
独
自
の
基
準
で

「
富
田
林
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て

認
定
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
、

第
　
回
同
認
定
委
員
会
を
開
催

１１
し
、
新
た
に
２
商
品
が
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
認
定
さ
れ
た
商
品

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
「
い
ち
ご
コ
ン
フ
ィ
チ
ュ
ー

ル
」（
南
農
園
）

②
「
河
内
生
ま
れ
の
野
菜
の
な

い
し
ょ
話
し
」（
開
屋
本
舗
株
式

会
社
）

●
富
田
林
ブ
ラ
ン
ド
認
定
商
品

の
販
売
コ
ー
ナ
ー
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

　
富
田
林
ブ
ラ
ン
ド
認
定
商
品

を
集
め
た
販
売
コ
ー
ナ
ー
が
、

観
光
交
流
施
設
き
ら
め
き
フ
ァ

新たに２商品を
富田林ブランド
商品に認定！

こここここここここここここここここここここここここここここここここここここだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりののののののののののののののののののののののののののののののののののののの逸逸逸逸逸逸逸逸逸逸逸逸逸逸逸逸逸逸逸逸逸逸逸逸逸逸逸逸逸逸逸逸逸逸逸逸逸こだわりの逸品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品

ク
ト
リ
ー
〔

　
５
５
０
０
〕

（２４）

に
あ
り

ま
す
の

で
、
ぜ

ひ
ご
利

用
く
だ

さ
い
。

※
詳
し

く
は
、

同
ブ
ラ

ン
ド
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔h

ttp
://

w
w
w
.to
n
s
h
o
w
.o
r.jp
/to
n

d
a
b
a
y
a
s
h
i-b
ra
n
d
/

〕
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
富
田
林
商
工
会

内
同
委
員
会
事
務
局
〔

　
１
（２５）

１
０
１
〕

きらめきファクトリきらめきファクトリーー
販売コーナ販売コーナーー



８



９

募
集
職
種
《
担
当
課
》

■
市
役
所
総
合
案
内
業
務
（
フ

ロ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
登
録
者《
情

報
公
開
課
（
内
線
１
８
１
）
》

■
庁
舎
管
理
（
空
調
設
備
管
理

補
助
員
）《
総
務
課
（
内
線
３
３

１
）
》

■
市
役
所
電
話
交
換
手
登
録
者

《
総
務
課
（
内
線
３
３
１
）
》

■
学
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
（
補
助

員
）《
こ
ど
も
未
来
室
（
内
線
２

９
６
）
》

■
市
立
保
育
所
保
育
士
・
保
健

師
（
看
護
師
）・
調
理
員
《
こ
ど

も
未
来
室
（
内
線
２
９
６
）
》

■
幼
児
教
室
保
育
士
・
保
育
補

助
員
《
こ
ど
も
未
来
室
（
内
線

２
０
８
）
》

■
市
立
幼
稚
園
園
務
員
・
小
学

校
校
務
員
《
教
育
総
務
課
（
内

線
３
５
２
）
》

■
富
田
林
斎
場
火
葬
業
務
補
助

登
録
者
《
衛
生
課
（
内
線
１
４

９
）
》

■
小
学
校
給
食
補
助
員
・
補
助

員
代
替
え
登
録
者
《
第
一
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
〔

　
８
３
０

（３４）

２
〕
、
第
二
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
〔

　
５
２
１
１
〕
》

（２８）

■
文
化
財
施
設
管
理
員
《
文
化

財
課
（
内
線
５
０
８
）》

■
図
書
館
司
書
業
務
補
助
員

《
中
央
図
書
館
〔

　
４
９
２

（２５）

１
〕
、
金
剛
図
書
館
〔

　
１
１

（２８）

７
１
〕
》

市
臨
時
的
任
用
職
員
を
募
集

（
ア
ル
バ
イ
ト
）

■
市
役
所
業
務
一
般
事
務
登
録

者
《
人
事
課
（
内
線
３
２
３
）》

※
勤
務
日
、
勤
務
地
、
業
務
内

容
、
申
し
込
み
方
法
、
申
し
込

み
期
間
な
ど
は
、
市
臨
時
的
任

用
職
員
試
験
実
施
要
領
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
、
同

実
施
要
領
は
担

当

課

で
配

布

（
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
各
課
の
ペ
ー
ジ
「
人
事

課
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す
）。

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
介
護
保
険
事
業
や
高
齢
者
施

策
の
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、

同
推
進
委
員
会
の
委
員
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

対
象
者
　
本
市
在
住
の
①
第
１

号
被
保
険
者
（
　
歳
以
上
）、
②

６５

第
２
号
被
保
険
者（
　
～
　
歳
）

４０

６４

募
集
人
数
　
①
②
各
１
人

任
期
　
４
月
１
日

～
　
年
３

３１

月
　
日


３１
申
し
込
み
　
２
月
１
日

～
、

高
齢
介
護
課
で
配
布
す
る
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

「
高
齢
者
に
な
っ
て
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す

た
め
に
は
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

作
文
（
１
０
０
０
字
～
１
２
０

０
字
、
用
紙
・
様
式
は
自
由
）

を
添
え
て
　
日

、
午
後
５
時

２６

ま
で
に
同
課
（
内
線
１
７
５
、

１
７
６
）
へ

※
作
文
で
１
次
選
考
、
面
接
で

２
次
選
考
し
ま
す
。
な
お
、
２

次
選
考
の
面
接
は
３
月
　
日


１６

に
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計「高齢者保健福祉計画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画

等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」ののののののののののののののののののののの委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委等推進委員会」の委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員

ををををををををををををををををををををを募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募を募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

勤
務
日
　
月
～
金
曜
日
、
午
前

９
時
～
午
後
３
時
　
分
３０

職
務
内
容
　
子
ど
も
た
ち
の
読

書
活
動
の
推
進

対
象
者
　
司
書
ま
た
は
司
書
教

諭
の
資
格
を
有
す
る
人
　

募
集
人
数
　
　
人
１２

申
し
込
み
　
２
月
１
日

～
８

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校
図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図
書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書

　
年
度
小
・
中
学
校
図
書
館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８２８教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
ををををををををををををををををををををををををををををを
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募

教
育
支
援
員
を
募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（
アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル

（
ア
ル

バババババババババババババババババババババババババババババ
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

バ
イ
ト
））））））））））））））））））））））））））））））

適
応
指
導
教
室
講
師
を
募
集

（
市
非
常
勤
職
員
）

勤
務
日
　
月
～
金
曜
日
、
午
前

８
時
　
分
～
午
後
５
時
（
　
年

４５

２７

度
実
績
）　

職
務
内
容
　
子
ど
も
の
指
導
や

支
援
、
教
育
相
談
活
動
　

対
象
者
　
小
学
校
ま
た
は
中
学

校
教
諭
免
許
を
有
し
（
取
得
見

込
み
を
含
む
）、
教
員
を
志
望

し
て
い
る
人
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

子
ど
も
の
悩
み
の
解
消
に
向
け

日

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
、

午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
ま
で

に
履
歴
書
に
司
書
ま
た
は
司
書

教
諭
の
資
格
証
（
写
し
）
を
添

え
て
教
育
指
導
室
（
内
線
３
６

５
）
へ

※
２
月
　
日

に
、
面
接
試
験

１０

を
実
施
し
、
選
考
し
ま
す
。

て
取
り
組
む
意
欲
の
あ
る
人

募
集
人
数
　
１
人

申
し
込
み
　
２
月
１
日

～
　１０

日

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
、

午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
ま
で

に
履
歴
書
を
持
参
し
、
教
育
指

導
室
（
内
線
３
６
８
）
へ
　

※
２
月
　
日

に
、
面
接
・
筆

２２

記
試
験
を
実
施
し
、
選
考
し
ま

す
。

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫



１０

し
ま
す
の
で
、
防
犯
対
策
と
し

て
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
同
メ
ー

ル
に
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

　
携
帯
電
話
で
の
登
録
方
法
は

左
表
を
、
パ
ソ
コ
ン
で
の
登
録

方
法
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※
登
録
は
無
料
で
す
が
、
受
信

に
か
か
る
通
信
料
は
利
用
者
負

担
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
災
害
時
な
ど
で
緊
急

に
お
知
ら
せ
す
る
情
報
が
あ
る

場
合
に
は
、
全
て
の
登
録
者
に

対
し
て
一
斉
に
メ
ー
ル
を
配
信

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
情
報
公
開
課

（
内
線
３
２
６
）　

中
か
ら
ご
希
望
の
情
報
を
受
け

取
っ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
配
信
メ
ニ
ュ
ー

に
「
防
犯
」
を
追
加
し
ま
し
た
。

富
田
林
警
察
と
連
携
し
て
、
市

内
で
発
生
し
て
い
る
犯
罪
の
発

生
状
況
や
注
意
喚
起
、
防
犯
対

策
な
ど
に
関
す
る
情
報
を
配
信

　
本
市
で
は
、
メ
ー
ル
配
信
サ

ー
ビ
ス
「
と
ん
だ
ば
や
し
メ
ー

ル
」
を
運
用
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
暮
ら
し
に
役
立
つ
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
配
信
し
て
い
ま

す
。
　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
携
帯
電

話
ま
た
は
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
ご
自
身
で
登
録
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
配

信
メ
ニ
ュ
ー
（
左
表
参
照
）
の

ととととととととととととととととととととととととととととととととととととと
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
ばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばば
ややややややややややややややややややややややややややややややややややややや
ししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
メメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
ににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登
録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録

と
ん
だ
ば
や
し
メ
ー
ル
に
ご
登
録
をををををををををををををををををををををををををををををををををををををを

配
信
メ
ニ
ュ
ー
に

「
防
犯
」
を
追
加
し
ま
し
た

携帯電話からの登録方法

①空メールを送る　携帯電話からこのアドレス〔tonda@emp.ikkr.

jp〕に、空メール（件名・本文には何も入力しな

い）を送信してください。右図のＱＲコードも利

用できます。

※メール受信制限を設定されている場合、とんだ

ばやしメール〔tondabayashi-mail@city.tondabaya

shi.osaka.jp〕の受信制限を解除してから登録してください。

②仮登録完了メールが届く　仮登録完了メールが届いたらメール

本文のＵＲＬから登録画面にアクセスします。

③サービス利用規約の確認　サービス利用規約が表示されるの

で、確認事項を読み、画面下の「同意する」を選択します。

④配信を希望するメニューを選択　メニュー選択画面が表示され

るので、配信を希望する項目にチェックを入れ、「次へ」を選択し

ます。

⑤登録内容の確認　登録した内容を確認し、「登録」を選択します。

⑥登録完了　登録完了画面が表示されます。

⑦本登録完了メールが届く　しばらくすると本登録が完了したこ

とを知らせるメールが届きます。これで登録が完了しました。登

録の確認・変更・解除をされる場合は、再度空メールを送信して

ください。

配
信
メ
ニ
ュ
ー

●
重
要
な
お
知
ら
せ

●
子
育
て
・
行
事

●
子
育
て
・
手
続
き

●
健
康
・
予
防
接
種

●
健
康
・
妊
婦
・
乳
幼
児

●
健
康
・
成
人
健
診

●
高
齢
福
祉

●
障
が
い
福
祉

●
観
光
イ
ベ
ン
ト

●
交
通
安
全
・
公
共
交
通

●
税
　
　
　

●
水
道

●
選
挙
　
　

●
衛
生

●
地
域
福
祉

●
人
権
・
男
女
共
同
参
画

●
公
民
館
講
座
・
イ
ベ
ン
ト

★
防
犯

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
車
上

狙
い
や
女
性
を
狙
っ
た
犯
罪
の

被
害
が
例
年
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
被
害
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

●
車
上
狙
い
の
被
害
防
止

　
車
を
離
れ
る
と
き
は
短
時
間

で
あ
っ
て
も
必
ず
ド
ア
ロ
ッ
ク

を
し
、
車
内
に
手
荷
物
な
ど
を

置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
女
性
を
狙
っ
た
犯
罪
の
被
害

防
止
　
夜
間
の
一
人
歩
き
は
特
に
気

を
付
け
、
明
る
く
人
通
り
の
多

い
道
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

特
殊
詐
欺
に
ご
注
意
を
！

　
　
年
の
市
内
で
の
「
オ
レ
オ

２７
レ
詐
欺
」
や
「
還
付
金
詐
欺
」

な
ど
の
特
殊
詐
欺
の
発
生
件
数

は
、
　

年
よ
り
７
件
増
加
し
　

２６

１６

件
で
、
被
害
総
額
は
９
１
０
０

万
円
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
府
内
に
お
い
て
も
、

特
殊
詐
欺
の
認
知
件
数
と
被
害

総
額
が
過
去
最
高
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き

た
場
合
は

　
特
殊
詐
欺
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

手
口
が
あ
り
、
最
近
は
そ
の
手

口
が
巧
妙
化
し
て
い
ま
す
。

　
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
る
電

話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
、
指
示

に
従
わ
ず
、
必
ず
家
族
や
警
察

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
富
田
林
警
察
署

〔

　
１
２
３
４
〕

（２５）

車
上
狙
い
に
ご
注
意
を
！

　
彼
方
地
区
に
お
い
て
、
車
上

狙
い
の
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
　

年
の
市
内
で
の
街
頭

２７

犯
罪
７
手
口
の
発
生
件
数
も
、

車
上
狙
い
が
唯
一
増
加
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

（
左
表
参
照
）
。

車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上狙狙狙狙狙狙狙狙狙狙狙狙狙狙狙狙狙狙狙狙狙いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいなななななななななななななななななななななどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどののののののののののののののののののののの街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪車上狙いなどの街頭犯罪やややややややややややややややややややややや

特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特殊殊殊殊殊殊殊殊殊殊殊殊殊殊殊殊殊殊殊殊殊詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺にににににににににににににににににににににごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意ををををををををををををををををををををを特殊詐欺にご注意を！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！



１１

　現在の国民健康保険料の納付は、算定基礎となる前年中の所得を賦課期日（４月１日）に把握することができ

ないため、前々年中の所得をもとに仮計算した額（仮算定）を４月にお知らせし、さらに、前年中の所得をもと

に再計算し、確定した年間保険料（本算定）を７月にお知らせしています。そのため、４月から６月の３回分と

７月以降の９回分では

保険料額が大幅に違う

場合があり、分かりに

くいというご意見をい

ただいていました。

　そこで、２８年度から

は仮算定を廃止し、保

険料の決定は本算定の

みでの計算となります

（右表参照）。　

※なお、特別徴収（年

金天引き）の人は、納

付回数（年６回）に変更はありません。

■納付回数が変更になると

・４月（仮算定）と７月（本算定）の年２回の保険料通知が、６月（本算定）の１回になります。

・仮算定額との差し引きをしないため、保険料の計算方法が分かりやすくなります。

・給付回数が年１２回から１０回に変更になるため、１回当たりの納付額は増えますが、年間の保険料は変わりませ

ん。

問い合わせ　保険年金課（内線１５５、１５７）

222222222222222222222222222222222888888888888888888888888888888888年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららららららららららららららら、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収）））））））））））））））））））））））））））））））））ののののののののののののののののののののののののののののののののの納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回28年度から、国民健康保険料（普通徴収）の納付回数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数

（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期）））））））））））））））））））））））））））））））））ががががががががががががががががががががががががががががががががが年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年111111111111111111111111111111111222222222222222222222222222222222回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららららららららららららららら111111111111111111111111111111111000000000000000000000000000000000回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回ににににににににににににににににににににににににににににににににに変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更ににににににににににににににににににににににににににににににににになななななななななななななななななななななななななななななななななりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりままままままままままままままままままままままままままままままままま（納期）が年12回から10回に変更になりますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

入札参加資格申請を

追加受け付け

　
同
組
合
で
は
、
　

・
　

年
度

２８

２９

の
建
設
工
事
や
測
量
・
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
の
業
務
へ

の
入
札
参
加
資
格
申
請
を
追
加

で
受
け
付
け
ま
す
。

※
　
年
に
受
け
付
け
を
し
た
人

２７
は
、
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

登
録
有
効
期
間
　
４
月
１
日


～
　
年
３
月
　
日

ま
で

３０

３１

提
出
要
領
配
布
　
２
月
　
日


１９

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

午
前
９
時
～
正
午
と
午
後
０
時

　
分
～
５
時
　
分
）
ま
で
、
同

４５

３０

組
合
第
１
清
掃
工
場
で
配
布

※
同
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔h

t

tp
://w

w
w
.m
in
a
m
ik
a
w
a
c

h
i-k
a
n
k
y
o
.o
r.jp
/

〕
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
請
方
法
　
２
月
１
日

～
　１９

日

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、

申
請
書
提
出
要
領
に
基
づ
き
作

成
し
た
書
類
を
同
組
合
総
務
企

画
課
（

５
８
４
・
０
０
５
４

甘
南
備
２
３
４
５
）〔

　
６
５

（３３）

８
４
〕
へ
郵
送

※
持
参
不
可
。

スプリング入りマットレス
は「処理困難物」です

　２７年４月から、「スプリング入り

マットレス」は、市の粗大ごみで収

集できない「処理困難物」に指定さ

れていますので、

粗大ごみとして出

さないでくださ

い。

　なお、スプリン

グの入っていない

ものについては、従来どおり粗大ご

みとして収集します。

　処分方法など、詳しくはお問い合

わせください。

問い合わせ　衛生課（内線１４４～１４６）

南河内環境事業組南河内環境事業組合合



１２

い
い
笑
顔
と
想
い
や
り
つ
な
が
る
わ
（
輪
）
ひ
ろ
が
る
わ
（
和
）

～
社
会
の
た
め
に
今
自
分
が
で
き
る
こ
と
な
ん
か
せ
え
へ
ん
　
～
?!

第
　
回
市
民
活
動
わ
く
わ
く
広
場

１１
　
　
　
　
　
　
　
と
ん
だ
ば
や
し

in

ひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひ
ろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろ
ととととととととととととととととととととと

ひ
ろ
と
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん

　
市
民
公
益
活
動
が
親
し
み
や

す
い
活
動
だ
と
い
う
こ
と
を
一

人
で
も
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、
市
民
公
益
活
動
団

体
に
よ
る
パ
ネ
ル
展
示
や
発
表

な
ど
を
通
じ
て
交
流
す
る
同
広

場
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お

越
し
く
だ
さ
い
。

と
き
　
２
月
　
日

、
午
前
　

２１

１１

時
～
午
後
５
時

と
こ
ろ
　
エ
コ
ー
ル
・
ロ
ゼ（
１

階
ア
ト
リ
ウ
ム
広
場
、
４
階
ロ

定
員
　
　
人
（
申
し
込
み
多
数

２０

の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費
　
無
料

講
師
　
山
口
　
紘
さ
ん
（
男
女

共
同
参
画
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

修
了
生
）
 

申
し
込
み
　
２
月
８
日

ま
で

に
、
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
人
権
政
策

課
〔（
内
線
４
７
４
）
・
Ｅ
メ
ー

ルjin
k
e
n
@
c
ity
.to
n
d
a
b
a

y
a
s
h
i.lg
.jp

〕
へ
（
電
話
・
Ｅ

メ
ー
ル
申
し
込
み
可
）

※
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
同
課
か

ら
確
認
メ
ー
ル
を
返
信
し
ま
す

の
で
、
メ
ー
ル
の
受
信
が
で
き

る
よ
う
設
定
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

こころとからだをリフレッシュ！
気功＆太極拳でスッキリ講座

男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナ男女共同参画セミナーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

　「
肩
こ
り
」「
腰
痛
」「
イ
ラ
イ

ラ
」
そ
ん
な
カ
ラ
ダ
や
コ
コ
ロ

の
不
調
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
誰
で
も
で
き
る
気
功
と
太
極

拳
を
通
し
て
、
心
身
と
も
に
健

康
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

と
き
・
内
容
　
２
月
　
日

＝

１９

気
功
、
　

日

＝
太
極
拳
、
い

２６

ず
れ
も
午
前
　
時
～
正
午
（
全

１０

２
回
）

と
こ
ろ
　
市
消
防
本
部

対
象
者
　
市
内
在
住
・
在
勤
の

人

整骨院・接骨院、はり・ 灸 ・あんま・
きゅう

マッサージのかかり方

　整骨院・接骨院で柔道整復師による施術を受けら

れた場合や、はり・灸・あんま・マッサージを受け

られた場合の健康保険の対象は次のとおりです。

●整骨院・接骨院で柔道整復師による施術を受けら

れた場合

骨折、脱臼、打撲、捻挫（肉離れを含む）

※骨折・脱臼については、緊急の場合を除きあらか

じめ医師の同意が必要です。

※単なる肩凝りや腰痛などに対する施術は保険の対

象にならず全額自己負担となります。

●はり・灸・あんま・マッサージなどを受けられた

場合

《はり・灸》　神経痛、リウマチ、 頸  腕 症候群、五十
けい わん

肩、腰痛症、 頸  椎 捻挫後遺症、その他慢性的な 疼  痛 
けい つい とう つう

を主症とする疾患

《あんま・マッサージ》　筋まひ、関節拘縮などで医

療上マッサージを必要とする症例

※保険の適用には、あらかじめ医師の発行した同意

書または診断書が必要です。

※単なる疲労回復・慰安を目的としたものや、疾病

予防のためのマッサージなどは保険の対象とならず

全額自己負担となります。

問い合わせ　国民健康保険に加入している人は保険

年金課（内線１５０）、後期高齢者医療保険に加入して

いる人は府後期高齢者医療広域連合給付課〔０６

(４７９０)２０３１〕

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

ゼ
サ
ロ
ン
な
ど
）

内
容
　
パ
ネ
ル
展
示
、
ス
テ
ー

ジ
発
表
、
演
劇
な
ど

参
加
費
　
無
料
（
当
日
、
直
接

会
場
へ
）

問
い
合
わ
せ
　
第
　
回
ひ
ろ
と

１１

ん
実
行
委
員
会
事
務
局
〔

　(２６)

７
８
８
７
〕

　
　
年
　
月
の
第
４
回
市
議
会

２７

１２

定
例
会
の
同
意
を
得
て
、
１
月

１
日
付
で
次
の
人
が
就
任
さ
れ

ま
し
た
。

《
再
任
》

鈴
木
　
信
治
さ
ん
（
藤
沢
台
）

乾
　
文
博
さ
ん
（
西
板
持
町
）

《
就
任
》

松
本
　
健
次
さ
ん（
津
々
山
台
）

　
ま
た
、
同
日
付
け
で
、
鈴
木

さ
ん
が
委
員
長
、
乾
さ
ん
が
委

員
長
代
理
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
　
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
事
務
局
（
内
線
４

９
１
）

固定資産評価審査

委員会委員が就任

されました



１３

ま
す
。

募
集
人
数
　
３
人

※
渡
航
費
用
な
ど
は
各
自
負
担

と
な
り
ま
す
が
、
現
地
で
の
滞

在
費
用
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
た

め
、
私
的
な
費
用
を
除
い
て
ほ

と
ん
ど
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
保
険
料
は
同
協
会
で
負
担

し
ま
す
。

申
し
込
み
　
３
月
　
日

ま
で

１６

に
市
民
協
働
課
に
備
え
付
け
、

ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各

課
の
ペ
ー
ジ「
市
民
協
働
課（
ベ

ス
レ
ヘ
ム
市
と
の
姉
妹
都
市
交

流
）」か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
同
課
（
内
線
４
７
３
）
へ

※
４
月
　
日

に
選
考
会
を
開

２４

催
し
、
結
果
は
後
日
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
富
田
林
・
ベ
ス
レ
ヘ
ム
姉
妹

都
市
協
会
で
は
、
両
市
の
友
好

親
善
を
深
め
る
た
め
、
毎
年
交

互
に
学
生
を
派
遣
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
、
本
市
か
ら
ベ
ス

レ
ヘ
ム
市
へ
の
派
遣
の
年
と
な

り
ま
す
の
で
、
次
の
と
お
り
交

換
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

派
遣
期
間
　
７
月
　
日

～
８

２６

月
　
日

の
３
週
間

１６

対
象
者
　
市
内
在
住
の
高
校
・

短
大
・
大
学
生
な
ど
（
　
年
４

２８

月
１
日

現
在
、　

～
　
歳
）

１５

２４

で
、
同
協
会
員
（
学
生
は
年
会

費
１
０
０
０
円
）
と
し
て
、
姉

妹
都
市
交
流
事
業
（
ベ
ス
レ
ヘ

ム
市
か
ら
の
交
換
学
生
受
け
入

れ
や
英
語
弁
論
大
会
な
ど
）
に

協
力
で
き
る
人
　

※
帰
国
後
に
報
告
会
を
開
催
し

姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉
妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹
都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都

姉
妹
都
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市

アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア
メメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメ
リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ
カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベ
ススススススススススススススススススススススススススススス
レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレ
ヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘ
ムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ

ア
メ
リ
カ
・
ベ
ス
レ
ヘ
ム
市
へ
のののののののののののののののののののののののののののののの

交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交
換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募

交
換
学
生
募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

消費者啓発講座                               
「びっくりポンや！どないしよう？    
これって消費者被害？」

　市消費者相談室に寄せられている事例や複雑な

消費者トラブルの手口を知って、被害を未然に防

ぐことを目的に、消費生活専門相談員による、同

講座を実施します。

とき　①２月１７日、②２４日、③２６日、④３

月７日、いずれも午後２時～３時３０分　

ところ　①くすのきホール２階第１会議室（千早

赤阪村水分２６３）、②河南町役場４階大会議室北

（河南町白木１３５９の６）、③すばるホール３階会

議室３、④太子町まちづくり観光交流センター２

階第１会議室（太子町山田８８）

定員　各３０人（当日、直接会場へ）　参加費　無料

問い合わせ　商工観光課（内線４８３）

就労支援講座「簿記＆ビジネスマナー」

とき　２月２４日～３月４日（２７日、２８日

を除く）、午前１０時～午後３時（全８回）

ところ　人権文化センター

内容　日商簿記（３級相当）、ビジネスマナー

対象者　市内在住で１８～６０歳までの就労を希望す

る現在無職の人

定員　３０人　受講料　９７２円（テキスト代）

申し込み　商工観光課または市人権協議会に備え

付けの申込書に必要事項を記入し、２月８日～

１７日までに、宛名を記入した返信用はがきを添

えて、市人権協議会まで持参（申し込み多数の場

合は書類により選考）　

※必ず本人が持参してください。

問い合わせ　市人権協議会〔(２４)３７００〕

おしごと応援フェア～働きたい人、    
働く人の悩みをサポート！～

　ハローワーク河内長野が本市にやってきます。

希望求人があれば、その場で紹介状の発行も可能

ですので、ぜひお越しください。

とき　２月２６日、午後１時～４時

ところ　エコール・ロゼ１階アトリウム広場など

内容　①ハローワーク求人検索コーナー＆職業紹

介、②労働相談＆労働関係情報コーナー、③若者

就職応援相談会 in 富田林、④お仕事なんでも相談

※①②は、当日直接会場へ。③④は、要予約、定

員③６組、④３組（申し込み先着順、空きがあれ

ば当日参加も可）。

参加費　無料

申し込み　２月８日～、商工観光課（内線４８１）

へ

　
２
月
は
河
川
の
水
質
改
善
に

取
り
組
む
月
で
す
。

　
河
川
の
水
の
汚
れ
の
原
因

は
、
約
８
割
が
台
所
や
風
呂
、

洗
濯
な
ど
の
家
庭
か
ら
出
る
生

活
排
水
で
す
。
各
家
庭
か
ら
出

る
生
活
排
水
を
少
し
ず
つ
減
ら

す
こ
と
で
、
河
川
の
水
を
き
れ

い
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
２
月
はははははははははははははははははははははは

水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水
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質
改
善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善
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子
ど
も
た
ち
が
遊
べ
る
河
川

を
取
り
戻
す
た
め
に
、
家
庭
か

ら
の
汚
れ
た
生
活
排
水
を
少
な

く
す
る
取
り
組
み
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

生
活
排
水
を
減
ら
す
工
夫

○
残
さ
な
い

食
事
は
食
べ
る
分
量
だ
け
作

り
、
残
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う

○
拭
き
取
る

食
器
や
フ
ラ
イ
パ
ン
な
ど
の
汚

れ
は
、
布
や
紙
で
拭
き
取
っ
て

か
ら
洗
い
ま
し
ょ
う

○
流
さ
な
い

油
は
紙
に
吸
わ
せ
る
、
固
形
化

す
る
な
ど
し
流
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う

問
い
合
わ
せ
　
み
ど
り
環
境
課

（
内
線
４
３
２
）



１４

南大伴町　

　泉　 來  瞳 ちゃん（２カ月）
くる み

産まれてきてくれてありがとう

すくすく育ってね。

桜井町　

　田中　 誠  也 ちゃん（７カ月）
せい や

いつも、笑顔をありがとう！

元気いっぱい大きくなってね！

伏山　

　山下　 晴  也 ちゃん（３カ月）
はる や

はるちゃんが産まれて来てくれて、

パパもママも幸せです

イ わ が 家
の ア ド ル

　
川
柳
・
短
歌
・
俳
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
は

が
き
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
（
１
人
各
５
点
ま

で
）。
市
内
在
住
の
人
で
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
作
品
の
漢
字
や
氏
名
に
は
必
ず
フ
リ

ガ
ナ
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
４
月
号
の
「
川
柳
」（
宿
題
「
組
」）
は
２
月
　２９

日

、
５
月
号
の
「
短
歌
」
は
３
月
　
日

、

３１

６
月
号
の
「
俳
句
」
は
４
月
　
日

ま
で
に
応

３０

募
（
い
ず
れ
も
必
着
）
し
て
く
だ
さ
い
。

　
宛
先
は
上
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い

＝
秀
歌
＝

有
料
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
に
て
暮
す
日
日
大
き
な
船
に
乗

り
ゐ
る
ご
と
し
　
　
甘
南
備
　
　
　
　
　
笹
原
　
肇

∧
選
評
∨
作
者
は
九
十
一
歳
の
ご
高
齢
で
環
境
が
変

わ
っ
て
も
穏
や
か
に
受
け
入
れ
て
気
持
ち
を
「
大
き

な
船
に
乗
り
ゐ
る
ご
と
し
」
と
表
現
さ
れ
た
。
前
向

き
な
お
歌
は
爽
や
か
で
読
み
手
に
感
動
を
与
え
る
。

拭
き
掃
除
勝
る
も
の
な
し
手
の
動
き
人
差
し
指
に
親

指
小
指
　
　
　
　
　
不
動
ケ
丘
町
　
堀
内
　
き
み
子

亡
き
妻
が
植
え
し
つ
わ
ぶ
き
広
が
り
て
と
こ
ろ
狭
し

と
咲
き
誇
り
け
り
　
南
旭
ケ
丘
町
　
　
柳
井
　
義
信

拾
い
来
て
鉢
に
育
ち
し
銀
杏
の
親
樹
そ
っ
く
り
黄
金

葉
散
ら
す
　
　
　
　
横
山
　
　
　
　
幸
左
　
智
恵
子

鼻
緒
切
れ
校
ま
で
裸
足
一
里
半
昭
和
に
あ
っ
た
原
始

の
時
代
　
　
　
　
　
東
板
持
町
　
　
　
洲
濱
　
耕
咲

高
齢
の
多
き
団
地
に
赤
ち
ゃ
ん
の
泣
き
声
を
聞
き
心

和
み
し
　
　
　
　
　
錦
ケ
丘
町
　
　
　
松
島
　
清
美

葉
を
脱
ぎ
て
鋭
き
樹
肌
が
剥
き
出
し
に
冬
へ
の
覚
悟

を
決
め
た
ら
し
き
　
高
辺
台
　
　
　
　
中
里
　
康
子

　
　

テ
レ
ビ
に
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
梶
田
さ
ん
「
酒
が
好
き

で
す
」
と
気
さ
く
な
笑
顔
に
　
　
　
　
選
　
者
　
詠

※
３
月
号
は
「
俳
句
」
を
掲
載
し
ま
す
（
な
お
、
応

募
は
１
月
　
日
で
締
め
切
り
ま
し
た
）。

３１

　
武
都
紀
　
若
松
　
寿
子
選

　わが家のアイドル（対象年齢は４

歳未満、兄弟・姉妹と一緒に写って

いる写真でも可）は、写真の裏に、

名前（ふりがな）と撮影時の年齢

（月齢）を記入し、メッセージ（20

字程度）を添えて、封書で左記の宛

先まで応募してください。

　なお、今応募された場合、掲載は約２カ月後になり

ます。

宛先



　
今
回
は
、
昨
年
4
月
に
富
田
林
寺

内
町
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、　

歳
以
上

１８

の
女
性
専
用
宿
「
ご
婦
人
乃
宿
　
 泊
 

と
ま
り

や
」
の
宿
主
、
泊
野
　
千
香
代
さ
ん

を
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
「
ご
婦
人
乃
宿
　
泊
や
」
は
、

重
要
文
化
財
旧
杉
山
家
住
宅
の
少
し

北
側
の
と
て
も
静
か
な
場
所
に
位
置

し
て
い
ま
す
。
宿
泊
客
は
１
日
５
人

限
定
で
、
昔
な
が
ら
の
趣
あ
る
古
民

家
宿
の
た
め
、
時
間
が
ゆ
っ
く
り
と

流
れ
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し

て
い
ま
す
。

　
泊
野
さ
ん
は
以
前
か
ら
英
語
を

使
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き

る
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
お
ら

れ
、　

歳
代
の
頃
に
通
っ
て
い
た
英

２０

会
話
教
室
の
外
国
人
講
師
が
「
日
本

の
旅
館
は
高
く
て
泊
ま
れ
な
く
て
残

念
」
と
話
さ
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に

海
外
の
人
に
安
く
泊
ま
っ
て
も
ら
え

る
日
本
家
屋
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
経

営
し
よ
う
と
決
心
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
京
都
の
祇
園
の
料
理
旅

館
な
ど
で
旅
館
業
や
接
待
を
勉
強

し
、
富
田

林
寺
内
町

の
町
家
を

紹
介
す
る

「
Ｌ
Ｌ
Ｐ
ま

ち
か
つ
」

か
ら
、
こ

の
町
家
を

紹
介
さ
れ

た
と
き
、

わ
が
ま
ち
こ
の
ひ
と

富
田
林
寺
内
町
　
女
性
専
用
古
民
家
宿
の
宿
主

泊
野
　
千
香
代
さ
ん

富
田
林
町

や
っ
と
自
分
の
望
む
建
物
に
巡
り
合

え
た
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

　
宿
泊
客
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

探
し
て
来
ら
れ
る
人
が
ほ
と
ん
ど

で
、
台
湾
か
ら
の
あ
る
旅
人
は
、
多

く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
京
都
や
奈

良
で
は
な
く
、
有
名
な
観
光
地
で
も

な
い
寺
内
町
を
選
び
、
約
１
週
間
、

た
だ
の
ん
び
り
と
寺
内
町
の
静
寂
さ

と
時
間
の
流
れ
を
楽
し
ま
れ
て
い
た

そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
男
性
の
宿
泊
は
で
き
な
い

た
め
、
一
緒
に
タ
イ
か
ら
来
日
し
た

男
性
を
一
人
大
阪
市
内
の
ホ
テ
ル
に

残
し
、
自
分
だ
け
泊
ま
り
に
来
ら
れ

た
人
も
い
る
そ
う
で
す
。

　
日
本
独
特
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
地
元
の
イ
ベ
ン
ト

が
あ
る
と
き
は
必
ず
紹
介
す
る
な

ど
、「
日
本
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

た
く
さ
ん
の
海
外
か
ら
の
旅
人
に
泊

ま
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
情
報

の
発
信
力
が
大
切
で
す
」
と
、
寺
内

町
を
含
め
地
元
の
魅
力
発
信
に
も
力

を
入
れ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、「
寺
内
町
を
は
じ
め
南
河

内
に
あ
る
た
く
さ
ん
の
名
所
旧
跡
や

魅
力
あ
る
観
光
施
設
は
ま
だ
ま
だ
知

ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
駅
ご
と
に
乗

り
捨
て
で
き
る
よ
う
な
電
動
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
店
が
ほ
し
い
で
す
ね
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
多
く
の
人
が
の
ん
び
り
と

宿
泊
さ
れ
る
古
民
家
の
宿
主
と
し
て

活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

～げんきっ！ＮＰＯ～                                       
地域で取り組む「元気なまちづくりモデル事業」

　現在、第２期元気なまちづくりモデル事業として、

５地区で、単一町会（自治会）の枠を越えたより広い

地域の住民が連携し、絆を深め、地域の課題解決や活

性化のための取り組みを実施しています。

　今回は、それぞれの地区での取り組みを紹介します。

喜志西地区　６町会と小学校や幼稚園、保育園、社会福

祉法人が連携し、「思いやりの心」を育む地域として喜

志西小学校区での絆をつくるため「夏祭りフェスタ」や

「グラウンドゴルフ」、「防犯パトロール」など各町会が

実施していた事業を小学校区で実施しています。

東板持地区　新たなにぎわいや利便を創出すること

で、「ずっと住み続けたいと思えるまち」をめざし、３

町会と４自治会、ＮＰＯ法人などが構成員となって、

高齢者が病院や買い物へ行くための「無償運送サービ

ス」、世代を超えて楽しめる「ひまわり迷路」や「地域

合同夏まつり」などを計画、実施しています。

藤沢台地区　「安心安全なまちづくり」を人任せにする

のではなく、住民自らが考える機会、場所および習慣

をつくり、自主防災や要援護者支援、防犯の活動など

同じ地域で活動しながら交流や連携ができなかった各

団体間をコーディネートし、情報共有の仕組みを創る

ことで、広域的に連携する工夫をしています。

明治池地区　「すこやかネット」を活用して次世代の人

材育成を図る仕組みとして「すこネットクラブ」を設

立し、その人材が、地域や家庭、保育園、幼稚園、小・

中学校との連携を担うコーディネーターとして活動で

きる基盤づくりをしています。

彼方地区　７町会が、第１期に引き続いて地域の散策

マップやカレンダー、絵はがきの作成などを通じて、

歴史や伝統などを次世代に伝え、身近にある四季折々

の豊かな自然と受け継いだ歴史のあるまちを住民自身

が再発見し外部に発信することで、人が訪れ、人が触

れ合うまちをめざしています。

　このように住民の皆さんが、地域の課題解決や活性

化に向けて同モデル事業を進めています。

　現在、同モデル事業が実施されている地域にお住ま

いの人は、積極的に参加してみてはいかがでしょうか。

新たな出会いや発見があり、これまで以上に地域に愛

着を持つことができると思います。実施されていない

地域にお住まいの人もこれまで生活してきた地域、こ

れから子どもたちに託すまちのために何かできること

はないかと振り返ってみてはいかがでしょうか。　

　　　　　　　　　　　　　　市民協働課（内線４６９）
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１６

　１月10日、石川河川敷川西グラウンドで、新春恒例の消防出初式が開催されました。当日は、消

防団や婦人防火クラブ、地域の自主防災会の皆さんの規律正しい入場行進で式がスタートしました。

市内14消防分団の消防車両や重機隊なども参加し、多くの見学者はその迫力に圧倒されていまし

た。フィナーレとなる一斉放水では何重もの水のアーチができ、会場からは歓声が上がりました。

■■新年に改めて防新年に改めて防火火・・防災意識を高める～消防出初式防災意識を高める～消防出初式～～

　１月９日、富田林寺内町周辺で、じないまち

四季物語2016「冬」～新春・初鍋めぐり～が開

催されました。当日は、ぼたん鍋、ぜんざいな

ど約20種類の鍋料理が販売され、それらを求め

て並ぶ行列が寺内町の各所で見られました。訪

れた人たちは温かい鍋料理を味わいながら、次

はどの鍋にしようかと鍋めぐりを楽しんでいま

した。また被災地支援のための岩手県特産品の

販売ブースも多くの人でにぎわっていました。

■■次はどの鍋にしようか次はどの鍋にしようかなな

　12月28日、プロ野球読売ジャイアンツに入団

が決まった中川　皓太さんが、市役所を訪れま

した。城中学校出身の中川さんは、「一日でも

早く一軍で投げられるよう頑張りたい。中学生

の頃から磨いてきたストレートで勝負できる投

手になりたい」と抱負を語りました。多田市長

は、「プロは厳しい世界だが、強い信念を持って

頑張ってほしい。活躍を期待しています」と激

励しました。

■■プロの舞台での活躍に期待プロの舞台での活躍に期待！！



■地域の安全のため、年末夜警

　昨年末、市内約140カ所で、年末夜警が実施され

ました。これは年末に多発する火事や犯罪を抑

止しようと、毎年各地域で実施されているもの。

　夜警では、消防団や町会（自治会）の役員な

どが中心となり、「火の用心」など大きな声で呼

び掛けて地域の安全のため巡回していました。

　また、12月28日には、多田市長や防犯委員ら

が各地区を激励訪問しました。

　皆さん寒い中、連日お疲れさまでした。

■息を弾ませ力走！

　12月20日、第65回市民マラソン大会が開催さ

れました。

　当日は雲一つ無い青空の下、433人の参加者

が息を弾ませながら、それぞれが思い思いの

ペースでゴールをめざし走りました。

　走り終わった参加者に話を聞くと、「運動不足

解消を目的に参加したが、気持ち良く走れた。

来年も参加したい」と笑顔で話してくれました。

（結果は26ページに掲載）

■新鮮な野菜がたくさん

　１月９日～11日、富田林町にある富栄戎神社

で、今年もえべっさんがありました。

　期間中は子どもから年配の人までさまざまな

人が、商売繁盛や福を授かろうと真剣な顔で

願っていました。

　また、福笹や福あめを買い求める人や今年の

運勢を占おうとおみくじを引く人などでえべっ

さんは今年も終日にぎわっていました。

　12月27日、28日、にこにこ市場で、「にこに

こ市場感謝祭」が開催されました。

　これは、日頃のご愛顧に感謝を込めて毎年年

末に開催されているもので、期間中は新鮮な野

菜や果物が販売され、お正月を前に多くの人が

訪れました。

　にこにこ市場では、年中無休（年末年始を除

く）で、新鮮な農産物を販売していますので、

皆さんぜひお越しください。

■福よ、来い！
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保健医療
明記のないものは費用無料。問い合わせ、申し込みは、保健センター
〔(２８)５５２０・(２９)７７６０〕へ。指定医療機関（※）は、２７年４月号
広報に折り込みの「平成２７年度保健事業案内」をご覧ください。

穴

血

結

訣

激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激

激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激

桁
桁
桁

桁
桁
桁

富田林病院助産師・看護師・

看護助手募集

職種　助産師・正看護師（いずれも正

規職員）、看護助手（パート職員）　

※勤務形態や申し込み方法など詳しく

はお問い合わせください。

問い合わせ　富田林病院総務課〔(２９)

１１２１・Ｅメールjinji@tonbyo.org〕

※見学も随時受け付けしています。

ワンポイント！介護講習会

とき　２月２６日、午後２時～３時３０分

ところ　金剛公民館　※駐車場には限

りがありますので、できるだけ公共交

通機関をご利用ください。

内容　オムツ交換、ベッドからポータ

ブルトイレへの介助方法を介護体験を

通して習得、オムツの種類（パッドと

軽失禁パッドの違い）や 膀 
ぼう

 胱 トレーニ
こう

ング（尿もれ予防）の講義など

定員　３０人　

参加費　無料

申し込み　２月２４日までに高齢介護

課（内線１９７）へ（申し込み多数の場合

抽選）

高齢者のための健康教室

①膝痛改善教室

とき　２月２６日、３月４日、１１日

、午後１時３０分～３時３０分（全３回）

内容　整形外科医による講義、膝痛改

善に向けた運動や食事のポイントなど

②認知症予防教室

とき　３月４日、１１日、１８日、２５

日、午前９時４５分～１１時４５分（全４

回）

内容　認知症に関する講義、認知症予

防に役立つ運動や食事など

ところ　けあぱる

対象者　市内在住で６５歳以上の人　

定員　①２５人、②３０人　参加費　無料

申し込み　①は２月１６日まで、②は

２３日までにウエルネスけあぱるへ

※申し込み多数の場合抽選。ただし、

初めて参加される人を優先します。

けあぱる非常勤登録　　　　
ホームヘルパー募集

勤務時間　月～金曜日の他、土・日曜

日、祝日および早朝（午前８時以前）、夜

間（午後６時以降）

勤務形態　直接自宅から対象者宅を訪

問しケアする直行直帰制　

対象者　介護職員初任者研修以上修了

者（ホームヘルパー２級以上取得者）、

もしくはガイドヘルパー資格取得者

申し込み　休館日を除く午前９時～午

後５時にけあぱるへ

保健センターアルバイト募集

職種　助産師・看護師・

管理栄養士

※勤務時間や業務内容

など、詳しくはお問い

合わせください。

申し込み　事前に電話で連絡の上、履

歴書に資格証明書の写しを添えて保健

センター〔(２８)５５２０〕へ
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乳児後期健康診査

とき　生後１０カ月ごろに受診すること

が望ましいとされています

ところ　府指定医療機関

内容　問診、身体計測、小児科診察、

育児・栄養相談　

対象者　９カ月～１歳未満の乳児

※４カ月児健診時に受診票（１歳の誕

生日の前日まで有効）を発行します。

 健診・予防接種
費用　無料

※府外の医療機関で受診される場合

や、他市からの転入などで受診票をお

持ちでない人は保健センター〔(２８)

５５２０〕までお問い合わせください。



育児教室「ぴよぴよクラス」

とき　３月９日、午後０時５０分～３

時１５分

ところ　保健セ

ンター

内容　離乳食の

すすめ方、調理

実演、試食、育

児の話（赤ちゃ

んの泣く意味に

ついて）、交流会、ふれあい遊び、個別

相談など

対象者　４カ月児健診受診後～８カ月

未満の乳児と保護者　

定員　２５組（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　２月８日～、保健セン

ター〔(２８)５５２０〕へ

子育て支援センターの催し    
 「エンジョイイベント～人形劇
を楽しみませんか？～」

とき　３月１０日、午前１０時～１１時３０分

ところ　梅の里保育園内子育て支援セ

ンター

対象者　就学前の子どもとその保護者

定員　２０組（申し込み先着順）

申し込み　２月１５日～３月９日ま

でに梅の里保育園内子育て支援セン

ター〔(２３)４５５５〕へ　

親と子が楽しむ絵本の会　　
～見つけよう！お気に入りの絵本～

とき　２月２５日、午前１０時３０分～１１

時３０分　

ところ　児童館

内容　親子で楽し

む絵本・手あそび・

体あそび

対象者　１・２歳

児と保護者

定員　２０組

参加費　無料

講師　児童館「遊びインストラクター」

絵本ボランティアメンバー

申し込み　２月１２日までに児童館へ

（申し込み多数の場合抽選、電話申し

込み可）

２０

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

「ファミリー・サポート・センター」（こども未来室　内線２０５）　依頼会員として登録された人に、援助者を紹介します。

仕事や用事で子どもの面倒を見られないときにその人に援助を依頼できます。また、援助してくださる人も募集しています。

定員　３０組　※託児あり（小学６年生

まで対象）。　

参加費　無料　

講師　川本　俊永さ

ん（（社福）母子生

活支援施設そねホー

ム理事長）

申し込み　２月２２日～３月４日ま

でに児童館へ（申し込み多数の場合抽

選、電話申し込み可）

乳幼児クラブ特別編「おとう
さんもおべんきょう♪」

　「子育ての関わり方」をテーマに、講

義や意見交換などで、父親の目線から

子育てについて一緒に考えましょう。

とき　３月１３日、午前１０時～１１時３０

分（午前９時３０分～受け付け）

ところ　児童館

対象者　０歳～就学前までの乳幼児の

父親（付き添いの母親の参加も可）



 

児童手当の支払月です

振込日　２月５日（２７年１０月～２８年

１月分）

児童１人当たりの支給月額　下表のと

おり

　ただし、２７年度児童手当特例給付現

況届が未提出のため、支払いが差し止

めになっている人などには振り込みで

きません。なお、住所、受給者、児童

数、昨年度の所得金額などに変更が

あった場合や公務員となり職場から支

給されるようになった場合は、必ず届

け出てください。

問い合わせ　こども未来室（内線２０４）

 

市奨学金の申請を

　経済的理由で、高等学校や高等専門

学校、高校卒業資格が取れる専修学校

などへの修学が困難な人に、奨学金を

給付します。

対象者　本市在住の高校生（生活保護

世帯を除く）

給付額　年額４万円、入学支度金（新

１年生のみ）は１万円加算

給付時期　前期分は８月、後期分は２９

年２月の２回　募集人員　約１００人

申し込み　教育指導室、金剛連絡所、

または市立中学校で２月１日～配布

する申請書に必要事項を記入し、３月

１日～４月８日までに教育指導室

（内線３６４）へ

※現在給付を受けている人も、改めて

申請が必要です（郵送不可）。

児童福祉

教　育

 

第12回草笛の家作品展

　障がい者支援施設「草笛の家」の利

用者が、「森」をテーマに力を合わせ

て作った作品と地域の小学校の児童と

合同で制作した作品を展示します。

とき　３月６日、午前１０時～午後３

時３０分　

ところ　すばるホール３階展示室　

入場料　無料

問い合わせ　同展実行委員会〔(９０)

３５００〕

なかよし作品展

とき　２月１７日～１９日、午前９時

～午後８時（１９日は午後３時まで）

ところ　すばるホール３階展示室

内容　南河内地区小・中学校の支援学

級、富田林支援学校、藤井寺支援学校、

西浦支援学校の児童・生徒の作品を展

示　入場料　無料

問い合わせ　南河内地区小・中学校支

援教育研究会事務局（河内長野市立西

中学校内）〔０７２１(５２)２７０２〕

ファミリー・サポート・セン
ター講習会

　ファミリー・サポート・センターで

は、援助してほしい人と援助したい人

が会員となり、子育てを地域で応援し

ています。このたび、同センターでは「感

染症予防」をテーマに、講習会を開催

します。会員以外の人

も参加していただけま

すので、気軽にお越し

ください。

とき　２月２６日、午前

１０時～１１時３０分

ところ　保健センター

内容　冬の感染症とその予防方法につ

いて学ぶ

対象者　市内在住・在勤・在学の人

定員　３０人（申し込み先着順）　※保育

あり（１５人程度、申し込み先着順）。

参加費　無料

申し込み　２月８日～２４日までに

こども未来室（内線２０５）へ

講座･催し
「ハートフルフォーラム」を
開催します

　発達障がいのある子どもの「困り感」

は、周囲から理解されにくいことがあ

るため本人も保護者も孤立しがちです。

そのような場合は、保護者が子育ての

価値観を変化させることが大切です。

　発達障がいのある子どもに対し、あ

りのままの姿を受容し、適切な支援方

法を学ぶ保護者向けの講演会を開催し

ます。

とき　２月２４日、午前１０時～１１時３０分

ところ　市消防本部４階講堂　

※車でお越しの場合は、市役所第二駐

車場をご利用ください。ただし、駐車

場には限りがありますので、できるだ

け公共交通機関をご利用ください。

内容　講演「子どもの自己肯定感を高

める子育てとは～発達の課題を持つ子

も元気に育つ～」

定員　１００人（当日、直接会場へ）

参加費　無料

講師　米田　和子さん（ＮＰＯ法人ラ

ヴィータ研究所子ども発達相談セン

ター・リソース「和」所長）

問い合わせ　教育指導室（内線３６４）

子育て講座

①新聞遊び

とき　２月１６日、午前１０時～１１時

ところ　ふれんど保育園

②ふれあい遊び・リズム運動

とき　２月１７日、午前９時３０分～１１時

ところ　金剛保育園

③折り紙遊び

とき　２月２３日、午前１０時～１１時

ところ　常徳保育園

④人形劇

とき　２月２６日、午前１０時１５分～１１時

ところ　城保育園

⑤リトミック

とき　３月１０日、午前９時３０分～１１時

ところ　城保育園

定員　①③各１０組、②２０組、④⑤各１５組

申し込み　①は２月９日～、③は１６

日～、④は１５日～、⑤は３月１日

～、各園へ（申し込み先着順、各園

の電話番号は２０ページの表に記載）。

②は当日直接保育園へお越しください。

２１



２２

引きこもり相談窓口

　市内在住の１５歳（中学校卒業後）か

らおおむね３９歳までの人で引きこもり

などに悩んでいる人とその保護者を対

象に、カウンセラーによる相談を実施

します。

とき　①２月２５日、②３月２４日、

いずれも午後１時～２時３０分、午後２

時３０分～４時

ところ　青少年センター　

定員　各１人（申し込み先着順）　

参加費　無料

申し込み　①は２月８日～１８日、

②は３月７日～１７日までに社会教

育課へ（電話申し込み可）

不動産に関する無料相談

　「大阪府宅地建物取引業協会南大阪

支部」と「全日本不動産協会大阪府本

部大阪南支部」が連携し、不動産に関

する無料相談を実施します。

とき　３月３日、午後１時～４時

ところ　市役所１階市民相談室　

定員　６人（申し込み先着順）　

内容　住宅の購入や賃貸マンションの

契約など不動産を安全に取引するため

の事前相談

申し込み　２月１７日～３月２日

（土・日曜日を除く、午前９時～午後

４時）までに、「大阪府宅地建物取引業

協会南大阪支部」〔０７２(９５８)３００５〕へ

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

 

行政書士無料相談

　行政書士会南大阪支部では、行政書

士無料相談を実施します。

とき　２月２７日、午後１時３０分～４

時３０分　

ところ　レインボーホール（市民会館）

内容　相続・遺言、成年後見制度、交

通事故などの自賠責請求、法人設立、

契約・内容証明、各種許認可などに関

する相談

申し込み　２月８日～、濵田さん（同

会南大阪支部）〔(５０)１１１０〕へ

相　談

こころの電話相談　〔(２５)８２６４〕 毎週水曜日　午前１０時～午後３時３０分（ただし、祝日は休み）



こころの電話相談員説明会

　こころの電話相談「すばる」では、

電話でいろいろな人の悩みをお聴きい

ただけるボランティアを募集しています。

　相談員を希望される人は、説明会に

ご参加ください。

とき　２月１８日、午前１０時～

ところ　すばるホール会議室２

定員　２０人（当日、直接会場へ）

問い合わせ　荒木さん（同相談代表）

〔０９０(１９６７)４８６４〕（午前９時～午後５時）

 

公開講座「楽しく知ろう！わ
がまちと日本における住民自
治の歴史」

　町総代会では、富田林の歴史や地域

の実態を踏まえ、昔の住民同士のつな

がりや支え合いについての勉強会を開

催します。

とき　２月１４日、午後１時３０分～３

時３０分　ところ　市消防本部４階講堂

※車でお越しの場合は、市役所駐車場

をご利用ください。ただし、駐車場に

は限りがありますので、できるだけ公

共交通機関をご利用ください。

定員　１００人（当日、直接会場へ）

参加費　無料　講師　和崎　宏さん

（インフォミーム㈱代表取締役）

問い合わせ　市民協働課（内線４６９）

女性のためのやさしい年金講座

とき　２月２４日、①午前１０時～正午、

②午後１時３０分～３時３０分

ところ　中央公民館

内容　公的年金の受給について

対象者　①これから年金を受給する女

性、②既に年金を受給されている女性

定員　各３０人　参加費　無料

申し込み　２月１２日（必着）までに、

往復はがき（１人１枚）に講座名と対

象者の番号、参加者の住所、氏名（ふ

りがな）、年齢、電話番号を記入し、

５８４-００９３本町１６の２８　中央公民館へ

（申し込み多数の場合抽選）　※来館

して申し込む場合は、返信用のはがき

を持参してください。

講座･催し

 

スクールソーシャルワーカー
を募集

勤務時間　午前８時３０分～午後４時４５分

対象者　４月１日現在で、社会福祉

士または精神保健福祉士の資格を有

し、教育や福祉分野で活動実績があり、

スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）

の活動に興味のある人

試験日・内容　２月１９日、面接試験

募集人数　３人程度

※勤務日など詳しくは、お問い合わせ

ください。

申し込み　２月１日～１２日（土・

日曜日、祝日を除く午前９時～午後５

時）までに、教育指導室（内線３６８）で

配布する申込書とレポート提出様式に

必要事項を記入し、資格証明書（写し）

を添えて教育指導室へ　※申込書およ

びレポート提出様式は、市ウェブサイ

トの各課のページ「教育委員会教育指

導室」からダウンロードもできます。

市福祉公社                           
「けあぱる」職員募集

●嘱託職員

募集職種　保健師または、地域保健な

どの業務に従事経験のある看護師、も

しくは、主任介護支援専門員

採用予定人数　１人

※常勤（週５日勤務）。

試験日　２月１８日　

採用予定日　３月１日

申込書の配布・受け付け　２月２日

～１０日（８日を除く午前９時～午

後５時）までに、けあぱる総務課〔(２８)

８６００〕で配布する所定の申込書に写真

を貼り必要事項を記入し、資格証明書

（写し）などを添えて同課へ

●アルバイト

募集職種　介護福祉士もしくは、介護

職員初任者研修以上修了者（ホームヘ

ルパー２級以上取得者）

採用予定人数　若干名

※勤務時間など詳しくは、けあぱる総

務課にお問い合わせください。

問い合わせ　けあぱる

募　集
地域活性化講演会                 
～ゼロから新しい価値を作り
出すプロデュース論～

　「バーベキュー検定」などを実施し、

「バーベキュー」に価値を付け、一つ

のブランドとして確立させることに成

功された下城　民夫さん（日本バーベ

キュー協会会長）を講師に迎え、その

手法などをお話しいただきます。

とき　２月１９日、午後７時～

ところ　レインボーホール（市民会館）

定員　１５０人（当日、直接会場へ）

参加費　無料　

問い合わせ　富田林商工会青年部〔(２５)

１１０１〕へ

府総合労働事務所による「特
別労働相談会・セミナー」

●特別労働相談会　

　府総合労働事務所の職員による相談

です。なお、職員による事前相談を経

た上で、弁護士相談や社労士相談、産

業カウンセラーによ

るメンタルヘルス相

談を受けることもで

きます（面談のみ、

要予約）。

とき・ところ　２月

２２日～２６日、午前９時～午後８時

＝エル・おおさか南館３階同事務所（大

阪市中央区石町二丁目５の３）〔０６

(６９４６)２６００〕、２月２２日～２６日、午

前９時～午後５時４５分（２５日は午後

８時まで）＝泉北府民センタービル２

階同事務所南大阪センター（堺市西区

鳳東町四丁３９０の１）〔０７２(２７３)６１００〕

※いずれも当日直接会場へ。電話での

相談もできます。

●セミナー

とき・内容　①２月２３日、午後３時

３０分～５時＝改正労働者派遣法セミ

ナー、②２４日、午後１時３０分～４時

４０分＝「新しい働き方啓発」セミナー

ところ　エル・おおさか

定員　①４０人、②１００人（いずれも申し

込み先着順）

申し込み　府総合労働事務相談グルー

プ〔０６(６９４６)２６００〕へ

※詳しくはお問い合わせください。

２３



市・府民税の申告期間は　　 

２月1６日～３月1５日です

　２８年度市・府民税の申告会場と受付

期間などは、次のとおりです。

◆市役所地下902・903会議室

とき　２月１６日～３月１５日（土・

日曜日は除く）、午前９時～午後５時３０

分　※２月２１日、２８日に限り、日

曜日も申告を受け付けます。

◆金剛連絡所２階大ホール

とき　２月２４日～３月１日（２月

２７日、２８日は除く）、午前１０時～午

後４時　※受け付け開始直後の２４日

、２５日は、大変混雑することが予

想されますのでご注意ください。

　なお、申告されていない場合、次の

ようなことがありますので、申告にご

協力ください。

○市・府民税証明書の交付ができない

ことがあります。

○公的年金に係る所得のみの人など

で、年金保険者への扶養親族等申告書

の提出がなかった場合、または確定申

告書などの提出がなかった場合、控除

される情報が得られないため、扶養・

配偶者控除などの適用範囲でも控除が

適用されないことがあります。

○後期高齢者医療保険制度などの保険

料の軽減措置の適用を受けられないこ

とがあります。

問い合わせ　課税課（内線１１１、１１２）

税務署からのお知らせ

○富田林税務署の確定申告会場は「す

ばるホール」です

とき　２月４日～３月１５日、午前

９時～午後５時（土・日曜日、祝日は

除く。ただし、２月２１日、２８日は

開設します）

※例年、確定申告期限間際は大変混雑

しますので、申告は早めに済ませてく

ださい。

ところ　すばるホール　

○年金所得者の所得税の確定申告手続

きが簡素化されています

　２３年分の確定申告から、１年間の公

的年金等の収入が４００万円以下であり、

かつ公的年金等以外の所得金額が２０万

円以下である場合は、所得税について

確定申告書の提出は必要がなくなりま

した。ただし、この場合であっても所

得税の還付を受けるために還付申告書

を提出することはできます。

※所得税の確定申告が不要な場合で

も、住民税については別途申告が必要

となる場合があります。

○ｅ－Ｔａｘについて

　ｅ－Ｔａｘ（国税電子申告・納税シ

ステム）を利用するとインターネット

上で申告書の提出や納税ができます。

詳しくは、国税庁ホームページ〔http://

www.nta.go.jp/〕をご覧ください。

問い合わせ　富田林税務署（若松町西

二丁目１６９７の１）〔(２４)３２８１〕

 

献血にご協力を

　毎年１月～２月は「はたちの献血キャ

ンペーン」です。新たに成人になられ

た皆さんのご協力をお願いします。

　また、府内では深刻な血液不足（特

にＯ型とＡ型）が続いていますので、

皆さんのご協力をお願いします。

とき・ところ　２月２７日、午前１０時

～午後０時３０分＝向陽台小学校、午後

２時～４時３０分＝けあぱる

対象者　１８～６９歳で体重が５０㌔以上の

人（６５歳以上の人は６０～６４歳の間に献

血の経験がある人に限ります）

※ただし、男性は１７歳から可。その他

の条件などはお問い合わせください。

問い合わせ　市献血推進協議会（総合

福祉会館内）〔(２５)８２６１〕

手話通訳者、要約筆記者の　
登録を

　本市では、聴覚障がい者および音

声・言語機能障がい者などの福祉に理

解があり、熱意のある手話通訳者、要

約筆記者を募集しています。

対象者　２０歳以上で日常生活上の必要

なことが手話通訳できる人、または要

約筆記講習会を修了した人　

※手話通訳者には、３月６日に登録

判定試験を実施します。

申し込み　２月１９日までに障がい福

祉課（内線１９３）へ

福　祉

第10回特別弔慰金が支給さ
れます

　戦没者などの死亡当時の遺族で、２７

年４月１日（基準日）において、公務

扶助料や遺族年金などを受ける人がい

ない場合に、特別弔慰金が遺族一人に

支給されます。

請求期限　３０年４月２日まで

対象者　２７年４月１日までに戦傷病者

戦没者遺族等援護法による弔慰金の受

給権を取得した人

※弔慰金の受給権を取得した人がいな

い場合は、戦没者などの死亡当時の遺

族（子、父母、孫、祖父母、兄弟姉妹、

戦没者と１年以上の生計関係があった

三親等内親族）のうち先順位の人。

支給内容　額面２５万円（５年償還の記

名国債）

※支給を受けるには、請求手続きが必

要です。詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　地域福祉課（内線２８３）
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放送大学４月入学生募集

　同大学は、テレビなどの放送やイン

ターネットを利用して授業をする通信

制の大学です。

　現在、４月入学生を募集しています。

募集要項などの資料を無料で送付しま

すので、詳しくはお問い合わせください。

願書受付期間　３月２０日まで

問い合わせ　同大学大阪学習センター

〔０６(６７７３)６３２８〕　※同大学ホーム

ページ〔http://www.ouj.ac.jp/〕から出

願することもできます。

教　育

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

２４



 

安心して水道をお使いいただ
くために

　水道水は塩素で消毒していますが、

朝一番や長期間留守にされたときは、

ご家庭の給水管に水が長時間滞留し、

消毒の効果が薄れることがあります。

　また、給水管が鉛の場合、鉛がごく

わずかですが溶け出すことがありま

す。通常の使用状態では水質基準内で

問題ありませんが、長期間使わなかっ

たときは、最初に使う水をバケツ一杯

分程度、飲み水以外にお使いください。

問い合わせ　水道工務課（内線２５７）

水道の漏水にご注意ください

　水道水の使用量が増える原因には、

使用状況の変化や漏水、季節的な要因

などの理由が考えられます。

　特に漏水は、始めのうちはわずかで

も、その量は日ごとに多くなっていき

ます。これが続くと、貴重な水が無駄

になり料金も高額になります。

　水道メーターを確

認し、水道を使用し

ていないのにパイ

ロットが回転してい

るときは、漏水の疑

いがありますので

市管工事業協同組合〔０１２０(０３２)

４９７〕へご相談ください。

上下水道
 

特定健康診査はお済みですか？

　生活習慣病などの原因に関係が深い

メタボリックシンドロームを早期に発

見するためにも、特定健康診査を受け

ましょう。健診結果から生活習慣の改

善が必要な人は、保健指導を受けてい

ただくこともできます。

　市国民健康保険被保険者のうち、実

施年度中（４月１日から翌年３月３１日）

に４０～７４歳になる人には、特定健康診

査受診券を送付しています。

　なお、今年度の有効期限は３月３１日

までです。実施場所および受診の方

法など詳しくは、受診券に同封のパン

フレット「受診券をお届けします」を

ご覧ください。

問い合わせ　保険年金課（内線１５０、１８８）

 

確定申告には「社会保険料控
除証明書」などが必要です

　国民年金保険料は、納付した全額が

所得税や市民税などの社会保険料控除

の対象となります。

　国民年金保険料を社会保険料控除と

して申告するには、１年間に納付した

保険料額を証明する書類などの提出が

義務付けられています。

　このため、２７年１月１日から９月３０

日までに納付した保険料の額を証明す

る社会保険料（国民年金保険料）控除

証明書が、日本年金機構本部から２７年

１１月上旬に送付されています。

　確定申告には、この証明書と１０月１

日から１２月３１日までに納めたことを確

認できる「領収書」などの添付が必要

です。

　また、年の途中から国民年金に加入

した場合などで、１０月１日以降に初め

て保険料を納めた人には、２月上旬に

証明書が送付されます。

　なお、ご本人の保険料だけでなく、

配偶者やご家族の保険料を納付した場

合も、その納付額全額が納付した人の

国民健康保険

国民年金

控除対象となります。そのため、確定

申告の際に、ご本人の保険料額と合算

して申告することができます（その場

合、配偶者、ご家族分の証明書も一緒

に添付する必要があります）。

問い合わせ　ねんきん定期便・ねんき

んネット等専用ダイヤル〔０５７０(０５８)

５５５〕、ＩＰ電話からは〔０３(６７００)

１１４４〕　※３月１５日までの祝日を除

く月～金曜日、午前９時～午後７時、

２月１３日、３月１２日は午前９時～

午後５時、または天王寺年金事務

所〔０６(６７７２)７５３１〕。

国民年金保険料の「２年前納
（口座振替）」のご利用を

　国民年金保険料の２８年４月末の口座

振替分で、割引額の大きい「２年前納」

がご利用いただけます。毎月現金で納

付する場合と比べて、２年間で１万

５０００円程度の割り引きとなります。

　また、社会保険料控除については、

２年前納分の全額を納めた年に控除す

る方法か、各年に控除する方法のいず

れかを選択していただけます。　※２

年前納は口座振替のみご利用いただけ

ます。なお、申込期限は２月末までで

す。詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　天王寺年金事務所〔０６

(６７７２)７５３１〕

 

固定資産税（償却資産）の　 
申告を

　固定資産税は土地や家屋に課税され

ますが、それ以外で事業や営業のため

に所有している償却資産（構築物、機

械や装置、車両や運搬具、工具、器

具、備品など）も課税の対象になります。

　１月１日現在、市内に償却資産を所

有している法人や個人事業主は申告し

てください（休・廃業されている場合

も申告が必要です）。

　なお、所有者には１２月中に申告書類

を郵送していますが、届いていないと

きや事業の開始により初めて申告され

る場合はご連絡ください。

問い合わせ　課税課（内線１１４、１１５）

税

２５

「くらしと健康の調査」にご
協力を

　東京大学などが、本市を含む全

国１０市町村で「くらしと健康の調

査」を実施しています。この調査

は、今後の社会保障の在り方や高

齢者施策についての基礎資料とす

るために実施されるものです。

　２年前に同調査の再調査に同意

いただいた人と、新たに抽出され

た人に、現在の状況をお聞きする

ため、調査員がお伺いしますので、

ご協力をお願いします。

問い合わせ　保険年金課（内線１５７）



各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

やってみよう！図書館の仕事

とき　３月３０日、午前９時３０分～午

後０時３０分

ところ　中央・金剛図書館

対象者　小学５・６年生

定員　各館６人　

参加費　無料　

持ち物　筆記用具

申し込み　２月９日～３月３日、

午前１０時～、各館へ（電話申し込み可）

※申し込み多数の場合は抽選し、当選

者には３月８日までに、はがきでお

知らせします。

おとなのための朗読会          
～聴いて楽しむおとなの読書～

とき　３月１０日、午前１０時３０分～１１

時３０分　

ところ　中央公民館和室　※座椅子を

用意しています。

対象者　市内在住・在勤・在学の人

定員　２０人（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　２月９日、午前１０時～、

中央図書館へ（電話申し込み可）

がんばった人に花まる！

●第65回市民マラソン大会結果

◇１０㌔

《高校・大学男子の部》優勝　上田　

晃希（３５分５０秒）／第２位　小滝　裕

司（３６分３１秒）／第３位　狹間　敦弘

（３７分２８秒）

《一般男子の部》優勝　津田　耕治（３７

分５８秒）／第２位　土井　達也（３９分２８

秒）／第３位　西田　悠人（３９分３８秒）

《ふれあいの部》優勝　川端　勉（４６分

８秒）／第２位　坂井　明彦（４７分４１秒）

／第３位　繰谷　将磨（４９分１０秒）

◇５㌔

《中学男子の部》優勝　楠本　拓真（１５

分３４秒）／第２位　田中　駿祐（１５分

４０秒）／第３位　北辻　巴樹（１６分１０

秒）

《高校・大学女子の部》優勝　行藤　

ゆめ（２１分１７秒）

《一般女子の部》優勝　大塚　梓（２０

分５３秒）／第２位　小田　愛美（２１分）

／第３位　中村　ひなの（２２分１７秒）

《壮年男子の部》優勝　仲谷　裕之（１７

分）／第２位　榊原　雅樹（１７分２２秒）

／第３位　笹原　弘二（１８分１６秒）

《壮年女子の部》優勝　生田　知子（１８

分５４秒）／第２位　東尾　幸恵（２０分３３

秒）／第３位　桒原　寿子（２１分１０秒）

《ふれあいの部》優勝　山口　樹（１９分

２２秒）／第２位　友寄　正太（２５分１０秒）

／第３位　田中　陽介（２６分６秒）

◇３㌔

《小学男子の部》優勝　橋本　航太（１０

分４０秒）／第２位　井上　拓翔（１０分４１

秒）／第３位　鍋坂　海成（１０分５４秒）

《小学女子の部》優勝　西尾　実花（１２

分）／第２位　平波　飛凪（１２分４３秒）

／第３位　林　真矢（１２分５５秒）

《中学女子の部》優勝　上田　ゆりあ

（９分５１秒）／第２位　生田　彩（１０

分２０秒）／第３位　大門　まこ（１０分

２２秒）

《ふれあいの部》優勝　田村　秀和（１３

分９秒）／第２位　高橋　﨣（１４分１５秒）

／第３位　西小城　翔太（１５分１８秒）

●27年度中学生の「税についての作

文」受賞者

《市長賞》今田　圭音（第一中学校）

《市教育委員会教育長賞》尾坂　惇（Ｐ

Ｌ学園中学校）

２６

 

●富田林警察署管内少年柔道・剣道推

進会

Ａ小学３年～中学２年生　Ｂ若干名

Ｃ柔道＝毎週水・金曜日、剣道＝毎週

火・木曜日、いずれも午後５時～７時

Ｄ同警察署柔・剣道場　Ｅいずれも入

会金１０００円、柔道＝月額１５００円、剣道

＝月額１０００円（いずれも３カ月分前納）

Ｆ・Ｇ３月３１日までに同警察署少年

係〔(２５)１２３４〕へ

●ボーイスカウト第２団

Ａ小学１年～中学２年生の男女　Ｂ多

数　Ｃ日曜日（月２回程度）　Ｄ主に屋

外　Ｅ月額３０００円　Ｆ・Ｇ七星さん

〔０９０(７３５２)９９９７〕

●ミルキーウェイ（テニス）

Ａ初級者、中級者　Ｂ５人　Ｃ毎週日

曜日、午後１時～５時　Ｄ総合スポー

ツ公園　Ｅ入会金３０００円、年額２万円

Ｆ・Ｇ山際　充さん〔０８０(３０３０)

１９２７〕

クラブ員募集

《新刊案内》

■小説・エッセイなど

キッチン戦争　　　　　　樋口　直哉

島津の空　帰る雁　　　　　村木　嵐

■家庭・その他

あんこのおやつ　　　　　森崎　繭香

かわいいポケットサンド　

　　　　　　　　　　　田村　つぼみ

心はすべて数学である　　津田　一郎

山人たちの賦　　　　　　甲斐崎　圭

映画女優　吉永小百合　　大下　英治

おはなし会

①中央図書館　２月１４日、２８日

②金剛図書館　２月６日、２月２０日

、３月５日

③東分室　２月１４日

④喜志分室　２月２８日

※①は午前１０時３０分～１１時、②③④は

午後３時～３時３０分に開催。

じゅうたん　　　　　　　　
コーナーでのよみきかせ

中央図書館　２月７日、午前１０時３０

分～１１時

金剛図書館　２月１３日、２７日、午

後３時～３時３０分

あかちゃんのおはなし会

中央図書館　２月１９日、①午前１０時

１０分～１０時４０分、②午前１１時～１１時３０分

金剛図書館　２月１８日、③午前１０時

１０分～１０時４０分、④午前１１時～１１時３０

分

※①は６カ月～

１歳未満の乳児

と保護者対象、

②③④は１歳児

と保護者対象

（先着各１５組、ハンカチ持参）。

※いずれも当日、直接会場へ。

Ａ対象者 Ｂ募集人数 Ｃ活動日時

Ｄ活動場所 Ｅ会費 Ｆ申し込み

Ｇ問い合わせ



  

中央公民館講座・教室

①町並みの四季を撮る～早春編～

　写真撮影を基礎から学ぶワーク

ショップです。身近な風景を写真に収

める撮影方法と作品作りを学びます。

　今回は早春の公民館周辺の町並みを

実際に撮影し、作品を作ります。

とき　３月１日、８日、１５日、

午後１時３０分～４時（全３回）

定員　１６人　参加費　無料　※ただ

し、写真プリント代などは実費。

講師　中央公民館写真クラブ「写友会

花みずき」

持ち物　カメラ（カメラ付き携帯電話・

スマートフォンは不可）

②富田林で一番受けたい授業

　富田林高校の生徒による英語をテー

マにした春休み特別教室を開催しま

す。１時間目（４０分）は「ネイティブ

スピーカーと英語で遊ぼう！」、２時間

目（４０分）は「富田林高校の生徒によ

る白熱英語教室！」と題した授業をし

ます。

とき　３月２５日、午後１時３０分～３時

対象者　今春小学１・２年生になる人

（保護者同伴）

定員　１６人　参加費　無料

講師　フィリップ・トーラさん（英語

教育支援員）、富田林高校の生徒

③自動お絵かきロボをつくろう！

　発明家、アーティスト、イラストレー

ターなどさまざま

な肩書を持つアス

トロ温泉さんを講

師に迎え、さまざ

まな作品の紹介

と、頭が振動する

自動お絵かきロ

ボット「シンドウ

さん」を制作するワークショップを開

催します。

とき　３月２７日、午後１時３０分～３

時３０分　

対象者　５歳以上の人　※大人の参加

もできます。小学３年生以下の子ども

は保護者同伴で参加してください。

 カルチャー
対象者　市内在住の小学生（小学３年

生以下は保護者同伴）

定員　２０人

参加費　無料（材料費３００円実費）

持ち物　筆記用具、飲み物

ところ　金剛公民館　※②は天気が良

ければ近くの公園で実施します。

申し込み　①②は２月７日、③は３

月４日（いずれも必着）までに、往

復はがきに講座・教室名、参加者の住

所、氏名（ふりがな）、性別、年齢（学

年）、電話番号を記入し、５８４-００７２高

辺台二丁目１の２　金剛公民館へ（申

し込み多数の場合抽選）

※１講座につき、往復はがき１枚で申

し込んでください。来館して申し込む

場合は、返信用のはがきを持参してく

ださい。

プラネ de えほん

　プラネタリウムのスクリーンに絵本

を映し朗読します。

　内容はおおむね１～３歳の幼児とそ

の保護者を対象者にしたものですが、

特に年齢制限はありません。

とき　２月１８日、午前１０時３０分～１１

時　

ところ　すばるホール３階プラネタリ

ウム室

定員　１００人（当日、直接会場へ）

参加費　無料

問い合わせ　すばるホール

子どもゆめ基金助成活動講演会
～「親子で楽しむ本の世界」～

　大阪国際児童文学館主任専門員の土

居　安子さんを講師に迎え、「絵本～幼

年どうわ～児童書へ」をテーマにした

講演会を開催します。

とき　３月６日、午前１０時～正午

ところ　金剛公民館

対象者　高校生以上の人

定員　８０人（申し込み先着順）

※保育あり（２歳以上、定員１０人、２

月２５日までに要予約）。

参加費　無料　

申し込み　２月６日、午前１０時～、

金剛図書館へ（電話申し込み可）

問い合わせ　藤井　郁子さん（富田林

子ども文庫連絡会）〔(２８)０６３９〕

定員　２０人

参加費　無料（材料費１５００円実費）

ところ　中央公民館

申し込み　①は２月１２日、②は２８日

（いずれも必着）までに、往復はが

きに講座・教室名、参加者の住所、氏

名（ふりがな）、性別、年齢（学年）、

電話番号を記入し、５８４-００９３本町１６

の２８　中央公民館へ（申し込み多数の

場合抽選）、③は２月６日、午前９時

～、中央公民館へ（申し込み先着順、

電話申し込み可）

※①②は１講座につき、往復はがき１

枚で申し込んでください。来館して申

し込む場合は、返信用のはがきを持参

してください。

金剛公民館講座・教室

①みそ作り体験教室

　国産大豆を使用した、安全、安心な

みそ（１人約３㌔）を作りませんか。

とき　２月１６日、午後１時～４時

対象者　市内在住・在勤の人

定員　２０人　

参加費　無料（教材費１８００円実費）

持ち物　エプロン、三角巾、果実酒の

空きビン（厚めのナイロン袋でも可）

②寒さに負けるな！スポーツチャンバ

ラ教室

　スポーツチャンバラは安全で気分爽

快なスポーツです。この機会に一度体

験してみませんか。

とき　２月２０日、午前１０時～正午

対象者　小学生以上　※大人の参加も

できます。

定員　２０人　

参加費　無料

持ち物　タオル、飲み物　※動きやす

い服装で参加してください。

③ラミネートを使ってランプシェード

を作ろう

　ランプシェードは簡単に作ることが

でき、とて

もおしゃれ

です。机の

回りの雰囲

気がぐっと

変 わ り ま

す。

とき　３月２５日、午前１０時～正午

２７



各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

２８

みんなで唄おううたごえ喫茶
～春風はなつかしの唄ととも
に～

とき　３月６日、午後２時３０分～５

時（午後２時開場）

ところ　金剛公民館

定員　１２０人（申し込み先着順）

参加費　無料

持ち物　飲み物（アルコール類は不可）

申し込み　２月６日、午前９時～、

金剛公民館または中央公民館へ（電話

申し込み可） 　※申し込み時にリクエ

スト曲を３曲お伝えください。

富田林寺内町×謎解き町歩き 
「謎屋もぐらの商品研究所」

　最近話題の「謎解き」をテーマにし

たイベントを開催します。きらめき

ファクトリー２階では「謎」に関する

本やグッズなどの展示をします。

　また、寺内町ではフィールドワーク

をしながら「謎解きゲーム」を作るワー

クショップも開催します。

　詳しくはきらめきファクトリーホー

ムページ〔http://tonkira.jp/〕をご覧く

ださい。

とき・内容　展示＝２月６日～１４日

、午前１０時～午後６時、ワークショッ

プ＝２月６日、７日、１１日、１３

日、１４日、いずれも午前１１時集合、

午後６時解散（昼食は各自）

※ワークショップへの参加には申し込

みが必要です（定員各日１０人、参加費

無料）。申し込み方法など、詳しくはお

問い合わせください。

ところ　きらめきファクトリー

参加費　無料

問い合わせ　きらめきファクトリー

  

手作りみそ教室

とき　３月１９日、午後１時～、３時～

ところ　人権文化センター

内容　国産大豆を使った無添加みそ作り

対象者　市内在住・在勤・在学の人

定員　各２０人　

材料費　みそ４㌔で２４００円、８㌔で４５００

円　

持ち物　エプロン、三角巾、みそを入

れるかめ・容器

申し込み　２月２２日～３月４日ま

でに人権文化センターへ（申し込み多

数の場合抽選、電話申し込み可）

とんだばやし人権セミナー    
～多文化共生を考える～

　現在、国内において多文化共生がま

すます注目されるようになってきてい

ます。そこで同セミナーでは、その背

景や本市における基本方針を確認しま

す。そして、一部の学校現場で使用さ

れているシミュレーション教材を使っ

て、多文化共生の課題の一部を体験し、

今後の多文化共生社会の構築の方途を

考えます。

とき　２月２５日、午後１時３０分～４時

ところ　市消防本部

定員　４０人（申し込み先着順）

参加費　無料

講師　岡島　克樹さん（大阪大谷大学

人間社会学部准教授）　

申し込み　２月８日～、人権文化セ

ンターまたはＮＰＯ法人とんだばやし

国際交流協会〔(２４)２６２２〕へ（電話

申し込み可）

 カルチャー 親子でプログラミング体験

　小学生を対象に、親子でタブレット

端末を使ってオリジナルゲームの作成

を体験します。簡単なプログラミング

を体験して表現力や想像力を育みま

しょう。

とき　２月１３日、午後１時～２時３０

分

ところ　ＮＰＯ法人きんきうぇぶ（小

金台二丁目５の１０）

対象者　小学生とその保護者

定員　５組（申し込み先着順）

参加費　１３００円

申し込み　２月８日～、同きんき

うぇぶ〔(２９)００１９）へ（電話申し込

み可）

富田林産でつくろう！　　　
～四季の地場産食材でつくる
こども料理教室～

とき　①３月１２日、②１９日、いず

れも午前１０時～午後１時

ところ　①中央公民館、②金剛公民館

内容　大根の豚巻きフライ、ケチャッ

プライス、スープ

対象者　小・中学生とその保護者

定員　①１５組、②１２組

参加費　無料（材料費１人５００円実費）

申し込み　いずれも３月４日（必着）

までに、往復はがきに教室名、参加者

全員の住所、氏名（ふりがな）、年齢

（学年）、電話番号を記入し、①は

５８４-００９３本町１６の２８　中央公民館、

②は５８４-００７２高辺台二丁目１の２　

金剛公民館へ（いずれも申し込み多数

の場合抽選）

※来館して申し込む場合は、返信用の

はがきを持参してください。

※広告の問い合わせは、ＳＴ綜合広告〔０７２(３６８)１２２７・０７２(３６８)１２２８〕へ。



２９

たび旅とんだばやし             
 「現場を知る大人の社会見学
まち歩きツアー」

　布団職人が扱う製綿工場、廃ガラス

やビンのリサイクル工場を見学し、リ

サイクル商品を使ったワークショップ

をします。

　また、昼食では品評会で優秀賞を受

賞した富田林ブランドの「さしみ卵」

を使った料理を味わい、その養鶏場に

も立ち寄ります。

とき・ところ　２月２４日、２６日、

いずれも午前１０時３０分に、きらめき

ファクトリー集合

定員　各１５人（申し込み先着順）

参加費　３４５０円（体験料・昼食代含む）

申し込み　２月１１日、午前１０時～、

きらめきファクトリーへ（電話申し込

み可）　※参加には、たび旅とんだばや

しへのメンバー登録が必要です。

ダイヤモンドトレール「自然・
歴史めぐり」イベントの申し
込み受け付けは３月31日(木)
まで！

　ダイヤモンドトレール活性化実行委

員会では、昨年１０月１日から、ダイヤ

モンドトレールおよびアクセスルート

に多数残されている自然・歴史資源を

巡るダイヤモンドトレール「自然・歴

史めぐり」を開催しています。

　これは、ダイヤモンドトレールの

コースを５つのエリアに分け、各エリ

アの指定されたダイヤモンドトレール

ポイント、アクセスルートポイントを

巡り、全てのエリアを踏破された人に

「自然・歴史めぐり踏破認定証」とオ

リジナル缶バッジを贈呈するもので

す。

　イベントの申し込み受け付けは３月

３１日までの期間限定となっていま

す。早春の山歩きを楽しみながら、ぜ

ひご参加ください。

　申し込み方法やダイトレマップ（地

図）の入手方法など詳しくはお問い合

わせ下さい。

問い合わせ　同実行委員会事務局（府

南河内農と緑の総合事務所地域政策室

内）〔(２５)１１３１・(２４)３２３１〕

  

サバーファームだより

　大好評の「イチゴ狩り」を今年も実

施しています。甘くて、おいしい、真っ

赤なイチゴをぜひ味わってください

（午前９時３０分～、当日分の整理券を

配布、数量限定）。　

●イチゴ大福作り　

とき　２月７日、１１日、１４日、

２１日、２８日、３月５日、午前１０

時３０分～正午、午後０時３０分～２時、

午後２時２０分～３時３０分

定員　各２０人

参加費　７００円

●ポピー植え付け体験　

とき　２月２８日、午前１０時３０分～正午

定員　３０人　

参加費　無料

※いずれも当日、午前９時３０分～、受

け付け（申し込み先着順）。

※入園料は別途必要です（ただし、レ

ストランのみご利用の場合は、入園料

なしでご利用いただけます）。

問い合わせ　サバーファーム

自然保全活動と自然に親しむ催し

①野鳥観察会

とき　２月１４日、午前９時～午後１時

持ち物　弁当、水筒、双眼鏡と図鑑

（持っている人のみ）

②里山ホリデー「雑木林の管理作業」

とき　２月２１日、午前１０時～午後３時

持ち物　軍手、水筒

③里山ホリデー「シイタケの植菌など」

とき　３月１３日、午前１０時～午後３時

持ち物　軍手、水筒

※開始時間に①は錦織公園駐車場前

（パークセンター）、②③は瀧谷不動尊

駐車場前集合、いずれも参加費３００円

（小学生以下無料、ただし保護者同伴、

②③は昼食代含む）。長袖、長ズボン、

帽子、安全な靴で参加してください。

当日午前７時の天気予報で降水確率が

５０㌫を超えた場合は中止。　

問い合わせ　田渕　武夫さん（富田林

の自然を守る市民運動協議会会長）

〔０９０(８８８８)３９１２〕　

  イベント 第３回みなみかわち歴史ウォーク
「長尾街道から道明寺天満宮
を歩く～古き道を尋ねて～」

とき・ところ　２月２８日、午前９時

３０分～１０時、松原市役所集合（近鉄南

大阪線「河内松原駅」下車徒歩約１５分）

※荒天中止、予備日は３月６日。

コース　松原市役所（スタート）→阿

保神社→西徳寺→西法寺→法泉寺→地

蔵像→北山 橘  庵 墓→厳島神社→吉村邸
きつ あん

→雄略天皇陵→津堂城山古墳→善光寺

→藤井寺市役所→藤井寺市立図書館→

 允 
いん

 恭 天皇陵→道明寺天満宮（ゴール）
ぎょう

※徒歩約１２㌔。

参加費　無料（拝観料など実費）　

特典　抽選で参加賞をプレゼント、完

歩賞（シリーズ全３回を完歩した人全

員に賞品をプレゼント）

問い合わせ　華やいで大阪・南河内観

光キャンペーン協議会事務局（千早赤

阪村まちづくり課内）〔(７２)００８１〕

第66回市民文化祭参加団体
募集

①ミュージックフェスティバル

とき　５月２８日　

対象者　市内在住・在勤・在学の人が

３人以上含まれる洋楽の団体（合唱は

除く）　定員　１０団体

②コーラスフェスティバル

とき　９月１１日

対象者　市内在住・在勤の人が含まれ

る５人以上の団体　定員　２２団体

※コーラスフェスティバルでは、第２０

回を記念して、企画ステージへの一般

出演者も募集します（女声合唱・混声

合唱の２ステージ、各１００人）。練習日

や申し込み方法など詳しくはお問い合

わせください。

※いずれもすばるホールで実施。

申し込み　すばるホールに備え付けの

申込書に必要事項を記入し、①は２月

１４日～２８日、②は２月６日～２８

日（いずれも休館日を除く午前９時

～午後５時）までにすばるホールへ（申

し込み多数の場合抽選）　※申込書は

すばるホールホームページ〔http://su

baruhall.org/〕からダウンロードもでき

ます。



各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

※各施設へ電話をされる際には、おかけ間違いのないようにご注意ください。

ソフトバレーフェスティバル

とき　３月２７日、午前９時～午後５時

ところ　市民総合体育館

種目　①ファミリーの部（大人２人、

小学生までの子ども２人）、②一般の部

（中学生以上の男女２人ずつの混合）、

③成年の部（３１歳以上の男女２人ずつ

の混合）、④壮年の部（４１歳以上の男女

２人ずつの混合）

対象者　市内在住・在勤・在学の人で、

１チームの登録人数は８人まで　※①

以外は女子のみのチームでも出場可。

定員　各種目３０チーム

参加費　１チーム２０００円（当日徴収）

申し込み　３月１日、午後５時まで

に市民総合体育館へ（申し込み多数の

場合抽選）

問い合わせ　岡村　好美さん〔０９０

(５０５８)５４１５〕

小学校校庭遊び場開放事業

　子どもたちに、身近で安全な遊び場

として、小学校の校庭を開放し、交通

事故やその他の危険から守るととも

に、健全な育成を図ることを目的とし

て同事業を実施します。

とき　①２月２１日、３月２０日、②

３月２７日、いずれも午後１時～４時

ところ　①富田林小学校、大伴小学校、

②寺池台小学校

対象者　市内在住・在学の子どもとそ

の保護者

問い合わせ　スポーツ振興課〔(２０)

０３９０〕（ただし、当日は市役所へお問い

合わせください）

※団体での占用利用はできません。　

※校区外に出掛けるときは決められた

ルールを守って出掛けましょう。

子どもスイミング教室

とき　毎週水曜日および金曜日の部＝

①午後４時３０分～

５時３０分、②午後

５時３０分～６時３０

分、毎週土曜日の

部＝①午後３時３０

分～４時３０分、②

午後４時３０分～５時３０分（いずれも月

４回）

ところ　ウエルネスけあぱる

内容　①水慣れから背泳ぎまで、②ク

ロール（２５㍍）の練習から４泳法まで

対象者　小学生

定員　各２５人（最少催行人数５人）

参加費　１カ月５０００円

申し込み　休館日を除く午前１０時～午

後７時（日曜日、祝日は午後４時まで）

に、ウエルネスけあぱるで随時受け付け

  

就活のりきりディスカッション

　初めての就活は誰でも不安なもので

す。当日はアドバイザーが就活を乗り

切るコツを伝えます。就活の悩みをい

ろいろ話し合ってみませんか。

とき　３月２６日、午後１時３０分～４

時３０分（午後１時～受け付け）

ところ　レインボーホール（市民会館）

対象者　就職活動を始めようと考えて

いる今春大学４年生になる人

定員　１０人（申し込み先着順）

参加費　７００円

持ち物　筆記用具

申し込み　２月６日～、レインボー

ホールへ（電話申し込み可）

  イベント

総合福祉会館文化祭

とき・内容　２月２１日、午前１０時～

午後３時＝舞台発表、即売会など、午

後２時開始予定＝亀　ひろしによるも

のまね・マジック公演

ところ　総合福祉会館　※駐車場に限

りがありますので、できるだけ公共交

通機関をご利用ください。

入場料　無料（当日、直接会場へ）

※当日は、浴場の利用はできません。

※２月１８日～２１日の間、作品展示

会を開催します。

問い合わせ　総合福祉会館

かがりの郷まつり

とき　３月５日、午前１０時～午後４時

ところ　かがりの郷　※駐車場に限り

がありますので、できるだけ公共交通

機関をご利用ください。

内容　舞台発表（楽器演奏、舞踊など）、

作品展示（フラワーアレンジメント、

パッチワークなど）、模擬店・喫茶・ち

びっこコーナー、おもちゃ病院など

入場料　無料（当日、直接会場へ）

※当日は浴場、パソコン、マッサージ

チェア、囲碁、将棋の利用はできません。

問い合わせ　かがりの郷

山中田１号墳出土品限定公開

　「かがりの郷まつり」の開催に合わせ

て、かがり台の宅地造成前の発掘調査

で見つかった 勾 
まが

 玉 などの出土品を、１
たま

日限定で特別公開します。また、市職

員による展示解説も随時開催します。

とき　３月５日、午前１０時～午後４時

ところ　かがりの郷１階展示コーナー

入場料　無料

問い合わせ　文化財課（内線５０７）

３０

※広告の問い合わせは、ＳＴ綜合広告〔０７２(３６８)１２２７・０７２(３６８)１２２８〕へ。



トレーニング場機器使用説明会

とき　年末年始を除く、午前１０時～午

後９時の間で３０分程度

ところ　市民総合体育館

対象者　高校生以上の人　

参加費　５００円

持ち物　運動のできる服装、上靴、利

用許可証用の写真１枚（縦３㌢×横２.４㌢）

申し込み　参加希望日の前日までに市

民総合体育館へ（電話申し込み可）

富スポグラウンドゴルフ大会

とき　３月１６日、午前９時３０分～午

後１時３０分　※午前９時～受け付け、

雨天時は２３日に順延します。

ところ　総合スポーツ公園

内容　２４ホールストロークプレー

定員　２４０人（申し込み先着順）

参加費　８００円（当日徴収）

申し込み　２月１７日～３月２日、

午前９時～午後５時３０分までに総合ス

ポーツ公園〔(３５)２１２２〕へ（電話・

ファクス申し込み可）

ストレッチ体操教室

　健康寿命を伸ばすために正しい姿勢

や歩き方を学び、コミュニケーション

をとりながら体を動かしましょう。

とき　毎月第１・３金曜日、午前１０時

～正午

ところ　ＮＰＯ法人きんきうぇぶ（小

金台二丁目５の１０）

定員　１０人（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　２月８日～、同きんき

うぇぶ〔(２９)００１９〕へ（電話申し込

み可）

〔金剛連絡所　 (29) 1401〕

  

ウォーキングに行きましょう
～真田　幸村ゆかりの九度山
を巡る～

とき・ところ　３月１９日、午前８時

５０分、南海高野線「河内長野駅」高野

山行きホーム集合

内容　和歌山県九度山町を巡る（約８

㌔）

対象者　市内在住・在勤の人

定員　１０人（申し込み先着順）　

参加費　２０００円（別途交通費、拝観料

など実費）

持ち物　飲み物　※動きやすい服装、

靴で参加してください。

申し込み　２月９日、午前９時～、

けあぱるへ　※２月６日、午前７時

～、けあぱるホームページ〔http://care

pal.or.jp/〕からも申し込みできます（定

員１０人、申し込み先着順）。

２月・３月の                         
市民総合体育館の共用使用

①競技場（インディアカ・バドミント

ン）《共に１面》　とき　２月２５日、３

月１０日、２４日、正午～午後３時　

持ち物　上靴、シャトル、ラケットなど

②剣道場　とき　２月４日、１８日、

３月３日、１７日、午後６時～９時

③柔道場　とき　２月７日、２１日、

３月６日、２０日、４月３日、午後

６時～９時

使用料　①一般１４０円、中学生以下６０

円、②③一般３００円、中学生以下１３０円

問い合わせ　市民総合体育館

  スポーツ

３１

電話番号＆今月の休館日

※休館日は翌月の５日まで掲載。なお、休

館日以外でも受け付けできない日や時間帯

がありますのでご注意ください。

●市民総合体育館　　　　  (24) 2265

　休みません

●青少年スポーツホール　  (29) 3778

　休みません

●総合スポーツ公園　　　  (35) 2121

　休みません

●図書館

　中央 (25) 4921・金剛 (28) 1171

　２/１、８、１１、１５、２２、２９

　※蔵書点検のため中央図書館、喜志・東

　分室は２/１８～２３、金剛図書館は２/２３～

　２６の間、臨時休館します。

●公民館　

　中央 (24) 3333・金剛 (28) 1121

　東 (25) 1772・ 喜志分館 (25) 7966

　２/１、８、１１、１５、２２、２９

●人権文化センター　　　  (24) 0583

　２/７、１１、１４、２１、２８

●児童館　　　　　　　　  (25) 0666

　２/７、１１、１４、２１、２８

●青少年センター(社会教育課)  (24) 1451

　２/１、８、１１、１５、２２、２９

●すばるホール　　　　　  (25) 0222

　２/１、８、１５、２２、２９

●レインボーホール(市民会館)  (25) 1117

　２/３、１０、１１、１７、２４、３/２

●市民公益活動支援センター  (26) 7887

　２/６、７、１１、１３、１４、２０、２１、２７、　

　２８、３/５

●総合福祉会館　　　　　  (25) 8261

　２/１１

　※毎週木曜日と２/２１は浴場の利用はで

　きません。

●かがりの郷　　　　　　  (20) 6070

　２/１１

　※毎週月曜日と３/５は浴場の利用はで

　きません。

●けあぱる　　　　　　　  (28) 8600

　ウエルネスけあぱる　 　 (28) 8668

　２/１、８、１５、２２、２９

●農業公園サバーファーム  (35) 3500

　２/１、８、１５、２２、２９

●旧杉山家住宅・寺内町センター  (23) 6117

　じないまち交流館　　　  (26) 0110

　旧田中家住宅　　　　　  (25) 6771

　２/１、８、１５、２２、２９

●きらめきファクトリー（観光交流施設 ） (24) 5500

　休みません

●消防本部　　　　　　　  (23) 0119

　金剛分署　　　　　　　  (29) 0119
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今年、本市では１３７８人の若者が、晴れて成　今年、本市では１３７８人の若者が、晴れて成人人

式を迎えました式を迎えました。。

1月11日、すばるホールで開催された式典　1月11日、すばるホールで開催された式典でで

は、多田市長が「新成人の皆さんが、ふるさは、多田市長が「新成人の皆さんが、ふるさとと

富田林を愛する心を胸に、未来へ向かって大富田林を愛する心を胸に、未来へ向かって大きき

く飛躍されることを願っています」と新成人く飛躍されることを願っています」と新成人をを

激励。また、新成人代表が誓いの言葉を述べ激励。また、新成人代表が誓いの言葉を述べるる

など式典は厳粛に進められました。その後など式典は厳粛に進められました。その後のの

「はたちのつどい」では、懐かしい友達との再「はたちのつどい」では、懐かしい友達との再会会

を喜び、思い出話や近況報告に花が咲いていを喜び、思い出話や近況報告に花が咲いていまま

したした。。

※広告の問い合わせは、ＳＴ綜合広告〔０７２(３６８)１２２７・０７２(３６８)１２２８〕へ。

※当日撮影した写真を差し上げますので、希望される人は2月２９日までに青少年センター内社会教育課へお越しください※当日撮影した写真を差し上げますので、希望される人は2月２９日までに青少年センター内社会教育課へお越しください。。
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